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日 本 藻 類 学 会 々 則

第 1条 本会は日本藻顔学会と称する。
第 2条 本会は藻生存の進歩普及を関り，併せて会員相互の述絡\l~に親l肢を図ること

を目的とする。
第 3条 本会は前条の筒的を達するために次の事業を行う。

1. 絡会の開催 (年 1回)
2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的z'達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の事業年度は 4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の 3積とする。

1. 普通会員 (言葉頬に関心をもち，本会の趣旨に質問する個人叉は団体で.役員
会の承認するもの)。

2. 名誉会員(漢学の発注に貢献があり，本会の趣旨に賛同する例人で，役員会
の推薦するもの)。

3. 待別会員(本会の趣旨に質問し，本会の発展に特に寄与した個人叉は団体で，
役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を
会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会~500 円を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会費を要しなl、。外岡会員の会費は 2米 ドノレ

とする。
第 9条 本会には次の役員を置く。

会長 1名。 j祥事若干名。 評議員若干名。
役員の任期は 2ヶ年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員は引続き 3拶1
選出されることは出来なU、。
役員選出の規定は別に定める。(付則第 1条~第4条)
本会に名誉会長を置くことが出来る。

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の窓を受けて日常の
会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の裕間にあずかる。 詞議
員会は会長が招集し，また文，;nをもって ，これに代えることが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物 ri菜類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(付員1])

第 l条 会長は圏内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を推薦することが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委腐する。

第 2条 評議員の選出は次のニ方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに l名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推薦する。但し ，その数は全評議員
の1/3を越えることは出来ない。

地区割は次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山梨を含む)。中部地区 (三重を含む)。
近畿地区。中国・四回地区。九州地区(沖縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事は蒋議員を兼任することは出来な~、。
第 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次

点者をもって充当する。
第 5条 会員がパックナンパーを求めるときは各巻500円， 分仰の場合は各号170円

とし，非会員の予約購読料は各号250円とする。
第 6条 本会則は昭和43年11月1日より施行する。
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第 16回総会において昭和44年度から会費を

次の如く改正することになりま したのでお

知らせ します。

記

(1)圏内会員

(2) 外国会員

800円

3米ドノレ





アミジグサ目の形態発生

百.ヘラヤハズとサナダグサの四分胞子発生

熊谷 信 孝 皐

N. KUMAGAE: Morphogenesis in Dictyotales 

VJ. Tetraspore gennination of Dictyotteris prolifera 

(OKAM.) OKAM.組 dPachydictyon coriaceum (HOLM.) OKAM. 

アミジグサ科植物の胞子発生については， REINKE (1878， '80，)， 

WILLIAMS (1904)， CARTER (1927)， ROBINSON (1932)，猪野 (1936)，

西林・猪野(1959)，熊谷・猪野(1964)らの研究があり，その結果 Dicか'ota

アミジグサ属，DictyoPterisヤハズグサ属，Padinaウミウチワ属，Zonaria 

シマオオギ属，Taonia属では，それぞれ発生の様式が異なることが明らかに

されている。今回，ヘラヤハズ DictyoPterisprolifera (OKAM.) OKAM.と

サナダグサ Pachydictyoncor.卸 eum(HOLM.) OKAM.について四分胞子発

生を観察したところ，ヘラヤハズは同属のエゾヤハズ D.divaricata (OKAM.) 

OKAM. (猪野1936，西林・猪野1959)とは異なる発生をすることが，またサナ

ダグサはアミジグサ Dictyotadichotoma (HUDS.) LAMOUR. (西林・猪野

1959)に似た発生をすることが明らかになったので，それらの結果を報告する。

本文に入る前に本稿の御校聞をいただいた岡山大学理学部植物形態学教室

猪野俊平教授と数々の御教示を下さった同教室，大森長朗氏に深〈感謝の意を

表します。

材料と方法

へラヤハズは1964年10月3日，福岡県津屋崎町で採集した。この植物は幼

い葉状体の中肋から枝を副出し，その枝にまた副枝をつくるとu、う生長を続け

ることによって高さ 25-30cmに達する。老成した部分では中肋の両側の翼片が

脱落するので中肋だけが細長〈茎状に残る。したがって上部の枝だけが翼片を

もち，それに胞子嚢群が形成される。翼片を有する副校の長さは 5mm-8佃と

'福岡県立田川高等学校
The Bulletin of ]apan偲 eS∞ietyof Phy，∞，logy Vol. XVI. No. 3. December 1968 
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さまざまであるが幅は 2-3mmであった。胞子褒は中肋をはさんで小斑状に，

または断続した帯状に形成された。

サナダグサは1962年8月17日に北九州市岩屋で，また1967年8月20日に遠

賀郡波津で採集した。九州北岸のものは高さ 10-30凧幅7-12mm~こ達芯，多く
は基部より規則正しく文状に数回分岐する。生時は黄禍色であるが，乾燥する

と先端付近を残して黒溺色となる。胞子褒は一般に基部より上方に向けて形成

されるが，初期にはアミジグサでみられるように多くの胞子襲が長楕円形に並

んで個々の胞子嚢群を形成する。しかし初めの胞子嚢の中で四分胞子が完成

し，放出された後でもその付近に新しい胞子嚢が次々に形成されてくるので，

老成した葉状体をみると，上方では輪形の胞子嚢群が散在し，下方では胞子嚢

がU、くつかずつ集合した，輪形をなさない胞子褒群が密に分布している。また

胞子嚢は通常葉状体の基部から 3-3.5cmの間と，上部ではJr!iJ縁の幅 1-1，5mmの

聞には形成されなu、。

ヘラヤハズとサナダグサはともに先端の 5-10cmを切り取り，櫨過海水を

入れた水槽に並べた。 9時間後，下に敷いたスライドグラスに胞子が落ちたの

で葉状体を取り出した。両植物とも水槽は太陽の直射の当らない北向きの窓辺

に置き， 10-15日の間隔で海水を交換した。

観察

1.ヘラヤハズの四分胞子発生

アミジグサ科植物の胞子は胞子嚢を離れると，直下のスライドグラスに付

着する。胞子が多数落ちた部分は尚色に見える。正常な胞子は球形で直径 75-

77μ のものが約85%をしめた。しかし中には 110μ を越すものや 50μ 以下のも

のも少数みられた。 110μ を越す胞子は球形でないものが多く，普通2-4の核が

認められ，四分胞子褒内で行なわれるはずの分裂が完全に終らないまま全内容

が 1つの胞子として放出されたものであることがわかる。放出後数時間で発生

を開始した。まず四分胞子に突起ができ，それが伸びたところで最初の分裂が

行なわれ，上部の胞子細胞と下部の突起からなる仮根細胞とに分かれた。胞子

細胞は後に分裂して細胞塊(nodule)になる。発生第 1日目は雨天であったので

自然、光は弱かったが，それでも仮根は負の方向に形成された (Pl.1， Fig. A)。

その後，胞子細胞は一般に中央部で第1回目の分裂と同様に横に分裂し，上下

の細胞に分かれ，次いで縦に分裂した。したがってこの分裂が頂端の細胞だけ

で行なわれる時には合計3個，下側の細胞でも分裂が行なわれる時には合計4

-2-
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個の細胞から成る細胞塊が形成された (Pl.1， Fig. N)。仮根細胞は伸長に伴

ない次々に分裂し，一列の細胞からなる糸状の仮根に発達した。仮根細胞内で

の色素体の形成は徐々に行なわれるので，先端部の仮根細胞では全〈色素体は

みられず透明であるが，細胞塊に近くなるにつれて増加し，黄備色を帯びてく

る。しかし仮根の最先端では淡褐色の原形質がみられた。また仮根部では色素

体は細胞膜に沿って分布するので細胞の周囲が特に濃く見える。放出 2日自に

95%以上の胞子が発芽し，仮根を伸長した。ごく少数であったが，最初に仮根

細胞を形成しないで胞子が中央部で分裂した後，その両方の細胞から仮根を形

成するものがあった。この場合，同ーの方向に仮根を出すものと，反対方向に

出すものとがあった (Pl.1， Figs. S， T)。

細胞塊を構成する細胞は多くの色素体を持ち濃褐色であった。ここではそ

の後も分裂はみられず， 3-4の細胞集団にとどまった。 4日目にこの細胞塊の

ある細胞から葉状体を形成するための突起がつくられた (PI.1， Figs. B. 0)。

この突起の細胞には細胞塊の細胞と同様に色素体が多く含まれる。この突起が

葉状体に生長するのに二つの型が見られた。一つは突起が仮根と同様に伸長

し，普通5-6個の糸状の細胞列になった後，頂端の細胞が縦に分裂し，その

後も広がりを持つように分裂して一層の細胞からなるへラ状の葉状体になる

方法である。したがって葉状体は細胞塊から出た柄の先につくられた形になる

(Pl. 1， Figs. P. Q)。他の方法は細胞塊から突起が糸状に伸びることなく直

ちに左右に分裂し，ヘラ状の葉状体に発達する場合で，葉状体が生長したとき

は細胞塊は全く葉状体の基部になってしまう (PI.1， Figs. C. D. R)。各葉状

体とも早い時期にその前縁の限られた範囲に縁辺細胞が現われるのでへラ状に

生長する。縁辺細胞はほとんど同じ大きさの細胞からなるが，特に色素体を多

く含むこともなく，他の部分の細胞との違いは認められなかった (Pl.1， Fig. 

F)。縁辺細胞の一部分で細胞分裂が行なわれなくなるか，または遅れるも

のでは，その場所を中心に左右に分裂した (PI.1， Fig. E)。発生6日目，

柄をつけた形の葉状体では，その柄の部分の細胞が縦に分裂して二列になった

(Pl. 1， Fig. Q)。
細胞塊に最も近い仮根細胞でも縦の分裂が行なわれ (Pl.1， Fig. p)，ま

た細胞塊の他の細胞から二次の仮根がつくられ伸長した (PI.1， Figs. F. P. 

Q)。細胞塊から葉状体を形成するための突起を生ずることのない個体では，

仮根にそのための突起をつくった。この突起は細胞塊でつくる突起と同様に多

くの色素を有し，仮根から垂直に形成されるので，仮根の分岐とは容易に区別

- 3ー
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される。仮根からの葉状体の形成の方法は細胞塊からの場合とJ同様であった。

13日目，仮根から葉状体を形成したものは全体の約20%に達した CPI.1， Figs. 

J .U)。へラ状に生長した葉状体は次第に縁辺生長を行なうようになるので，

帯状に変化した (Pl.1， Fig. G)o 26日を経過した葉状体は幅350μ，長さ 1000/1

ほどに生長した。これらは細胞塊や葉状体の基部の細胞に新しく仮根を生じ，

スライドグラスとの付着を強固なものにするとともに葉状体を支えた。 2カ月

後も葉状体はそのまま伸長するだけで備は広くならなかった。何度か取り出し

て観察したために葉状体は倒れ，そのまま伸長するものが目立った。このよう

な倒れた葉状体のスライドグラスに接した部分からも仮根が形成された。また

細胞塊から二次の葉状体が新生した。

83日目，最初に形成された葉状体の基部では細胞が多層になり，ヘラヤハ

ズ本来の細胞層に近くなったことが確認された。領旬した形の葉状体も先端を

もたげ，垂直に伸びて約6叩に達した。しかし葉状体の中には各縁辺細胞の協

調がみだれ，中に分裂しない細胞が現われ，その結果，小さなおうとつを生じ

るものがあった。 90日後，縁辺細胞中の色素の減少が目立ち，その仮根の先端

がふくらむものなどができて生長は止まった。

発生の初期に細胞塊から多くの仮根を出し，また分岐も盛んに行ないなが

ら容易に葉状体を形成しないもの CPI.1， Fig. H)や，逆に葉状体形成は進ん

でいるにもかかわらず，仮根の形成が遅れているとu、う個体があった CPI.1， 

Fig.1)。

2.サナダグサの四分胞子発生

1962年に採集した葉状体は若く四分胞子が放出されるようになったばかり

の状態があった。したがって胞子の放出数が少なく， 1枚のスライドグラスに

つき10個程度付着したに過ぎなかった。 1967年に採集したものは十分に成熟し

ていたので多数の胞子を得ることができた。四分胞子の大きさは， 1967年の場

合，直径72.98μ土14.13μのものが約94%で，残りは105.52μ土16.49μの大きい

ものであった。胞子は細胞膜が非常に薄く，また色素体が少なく光をよく透

す。さらにスライドグラスとの付着力が弱<，少しの水流によっても遊離して

しまうことなどの特徴を有する。胞子は放出後 6-7時間で発芽を開始した。

アミジグサ科植物では仮根の切り出される方向が入射光によって決定されるも

のがある。この植物の場合，その影響があるかどうか不明確であったが，仮根

の伸長方向には強い影響があり，どれも暗い方向に伸びた。

胞子発生には大別して二つの型がみられた。一つの型(I型〉はヘラヤハ
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ガと同様に仮根細胞の形成から行なわれるもので胞子の一部に突起ができ，そ

れがやや伸びた頃に中央または突起側で分裂し隔壁をつくる (PI.II， Fig. 2 )。

その後，突起のつけね付近でも同様の分裂が行なわれ仮根細胞ができる(pl.II， 

Fig.3)。 このとき胞子の中央部での分裂が行なわれず，仮根細胞だけを切り

出すものもみられた (Pl.II， Fig. 4)。仮根は初め糸状に伸び，その最先端は

ほとんど透明であった。したがってアミジグサ科植物の多くにみられるような

黄褐色の原形質はみられなかった。

胞子細胞は仮根の細胞数が 2-3に達する頃，生長して楕円形になる。こ

れは次々に分裂し，横の隔壁によって 4-6個の細胞に分けられる。一般にこ

のようにしてつくられた細胞塊の先端の細胞が生長点になる。しかし初期には

生長点だけで分裂が行なわれるのではなく，下側の各細胞も盛んに分裂するの

で多数の小さな細胞に分かれてしまう (Pl.II， Figs. 6 . 7 . 8 )。頂端の細胞が

生長点にならず，下側の細胞が生長点になったものを 5図に示した。

一般に胞子細胞の分裂に比べて仮根の生長が進まない。したがって各幼体

ともスライドグラスとの接着が不十分で，取り出して観察する時や水を交換す

る時などに遊離するものが多かった。仮根は 4日目噴から先端部が扇平に，し

かも波状に変形し， 5日目噴には吸盤状になるものがみられた。この吸盤化は

仮根があまり伸びないものほど著しく (Pl.II， Fig. 8 ) ，順調に伸びたもので

はへラヤハズと同様に糸状になるという傾向を示した。後に形成される第二次

第三次の仮根についても同様のことがいえた。

へラヤハズでは胞子細胞がまず細胞塊になり，次いでその中の一つの細胞

が突起をつくり，それが葉状体に発達したので細胞塊と突起部との区別ができ

た。しかしサナダグサでは胞子細胞は生長，分裂して細胞塊になり，主として

その先端の細胞が頂端細胞になって直接，葉状体に発達したので，ヘラヤハズ

のような小さな突起は形成されなかった。

他の発生の型 (II型〉は発生の初めに仮根細胞ができず，胞子細胞の分裂

のみが行なわれる場合である。まず胞子が中央部で分裂する(pl.II， Figs. 9・

10)。このとき I型と異なり，一方の細胞が仮根になる突起を出さないのが特

徴である。 2細胞期から生長を始め，途中で横の隔壁でしきられ 4-6個の細

胞からなる楕円形の細胞塊を形成する(pl.1I， Fig. 11)。このような形のもの

から発生はさらに三つの型に分かれた。

その一つ (II型-1)は細胞塊の両端の細胞からそれぞれ仮根がつくられる

場合で，葉状体は中間にある細胞の一つが生長点に変化することによってつく
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られる (Pl.II， Figs. 13. 14)。次の型 (II型-2)は11図のような形ができて

も仮根が全くつくられず，一端の細胞が生長点になり，細胞塊だけが発達する

ものである (Pl.II， Fig. 12)。 他の型 (II型-3)は10図や11図，またはその

中間のものから一方の側に仮根を生じ，その他の端は頂端細胞となって I型に

移行するものである。

1967年に採集した四分胞子について発生約70時間後に観察したところによ

ると各型の割合は次のようであった。

0細胞塊が仮根を一つ有するもの(I型〉と (II型-3) 約 69%

0細胞塊の両端に仮根を有するもの (II型ー1) 約 23%

0仮根を形成せず細胞塊の必のもの (II型ー2) 約 8%

細胞塊にあって一次の仮根を切り出した細胞は，一般にその後も分裂しな

いので大きく，また上部の細胞に比べて非常に色素体が少なu、。この細胞から

二次の仮根も形成された CPI.II， Figs. 16. 17)。一次仮根が吸盤状に変化し，

伸長しなくなると二次の仮根の形成が早められるようであった。その後，葉状

体が生長すると，その基部の細胞からも仮根が形成された CPl.II， Fig. 15)。

また取り出して観察したために倒れたままになった葉状体では，上部の細胞か

らも形成された (Pl.II， Fig. 18)0 15図に示したものは他の個体と同様に制胞

塊を形成したが，生長が止まったために頂端の細胞が突起として伸び，その先

に改めて細胞塊をつくったものである。しかし，このような発生をしたものは

ごく少数であった。

完成した葉状体は周平であるが，発生初期にはどれも円柱形に生長し，容

易に扇平になろうとしなU、。葉状体の先端が徐々に扇平になるのが認められた

のが20日目頃であった (Pl.II， Figs. 16. 17)。

前にも述べたように，この植物は胞子のときからスライドグラスに接着す

る力が弱く，また仮根も他の植物のように生長しないので，葉状体が発達すれ

ばするほど，*の動きなどによって離れやすくなり，最後まで生長を観察する

亡とができなかった。

考察

へラヤハズでは最初の分裂でできた上側の胞子細胞が 3-4個の細胞から

なる細胞塊を形成した後，その中の一つの細胞が葉状体をつくるための突起を

出した。この突起の細胞はそのまま葉状体に発達する場合と，糸状に伸びた後

その先端に葉状体を形成する場合とがあったが，どちらの場合とも一層の細胞
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からなる扇平な葉状体が形成された。この発生を西林と猪野(1959)が観察し

た同属のエゾヤハズ D.divaricata (OKAM.) OKAM.と比較すると，両植物

とも仮根細胞が 3-4個になる噴までは同様に経過するが，その後細胞塊の細

胞数がエゾヤハズの方が多くなること。また葉状体を形成するための突起がへ

ラヤハズでは一つであったのに対し，二つ以上つくられるものが多く，しかも

この突起は糸状に伸長するのみで，扇平な葉状体に変化しなかったという点で

異なる。以上のことから発生の様式は属によって異なるだけでなく，ヤハズグ

サ属では種によっても異なることが明らかになった。

サナダグサでは多燥な発生がみられたがそれらを二つに大別した。一つは

へラヤハズと同様に初めに胞子から仮根細胞が切り出される型で，上側の胞子

細胞は生長して楕円形になり，同時に分裂して横の隔壁で 4-6細胞に分かれ

た後，その先端の細胞が生長点となり，下部の細胞とともに盛んに分裂して円

柱状の幼植物を形成するものである。他は胞子が仮根細胞を切り出さず， 5-6

細胞からなる細胞塊だけで形成される型であって，その後さらに細胞塊の一端

が仮根に，他端が生長点になるものと，細胞塊のl可端に仮根を形成し，他の細

胞に生長点を生むものと，仮根を全くつくることなく生長するものに分かれ

た。以上のような葉状体の形成の方法や仮根が吸盤状に変化すること，葉状体

の生長に対し仮根があまり伸長しないこと，などは西林と猪野(1959)のアミ

ジグサの四分胞子発生に共通する点が多い。このことからサナダグサがアミジ

グサに非常に近い種であると見ることができる。

ってミジグサ科槌物のうち，エソヤハズ，オキナウチワ，シマオオギなどの

仮根は糸状であり，アミジグサは先端が吸盤状に変化することが知られてい

る。ヘラヤハズの仮根は糸状によく伸長した。細胞塊に葉状体がつくられない

ものでは仮根上に葉状体を形成した。また正常に細胞塊から葉状体が形成され

た個体でも，日数がたつとやはり仮根に葉状体を生じた。したがって自然界に

あっても同様にして新個体を形成するものと考えられる。仮根から葉状体が形

成されることは Dictyota(HOYT. 1907)， Dictyopteris (REINKE. 1878，時

国・正置・簸， 1953)， Zonaria (SAUVAGEAU， 1904，熊谷・猪野， 1964)な

どで報告されている。サナダグサでは生長の速い仮根は糸状になるが，遅れる

ものでは先端が吸盤状に変化しようとする傾向が強u、。したがって強光下では

仮根の伸長が抑制されるので吸盤化が早められるようであった。

仮根の伸出の方向が入射光によって決定されるということは ，(Taonia 

ROBINSON， 1932)， Padina (西林・猪野， 1959)， Zonaria (熊谷・猪野， 1964) 
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などで報告されている。ヘラヤハズの場合，入射光に対し負の側に形成された

が，ザナダグサは同ーの場所で発生を行なわせたにもかかわらず，その関係は

明らかでなかった。しかし形成された仮根は負の屈光性を示した。

Summary 

The tetraspore germination in DictyoPteris prolifera (OKAM.) OKAM. 

and Pachydictyon coriaceum (HOLM.) OKAM. was orn到erved.

In Dictyopteris prolifera，出eupper segm印 tof the tetraspore forms 

a nodule and the lower develo開 intothe rhizoid. A proj，民ting但 11which 

becom田 athallus is formed from the nodule. The nodule ∞nsists of only 

4-5白 lls.There are two types of the thallus formation. 

1. The projecting cell of the nodule develops dir，配.tlyinto the spatula-

sha凶 thalluswhich grows by the marginal cells. 

2.τ'he proj配ting白 Ud悶 notdirl配.tlydevelop into the thallus， but into 

aer配 tsb∞t which la飴rflattens by its apical田IIand forms由.ethal1us. 

The thallus sometim田 isformed on the rhizoid. The germination of 

血isplant shows田rtaindifferences from伽 tof Dictyopteris divaricata 

(OKAM.) OKAM. 

ln Pachydictyon coriaceum， two types of the germination are記聞.

1. The upper segment of the first division grows into an ovoid. It 

divides to be 4 -6 cells by horizontal cell wall and one of the cells becom田

thb apical四 ll.All田llsdivide to form the cylindrical thallus. The lower 

田Uprodu白 sa rhizoid. 

2. First time， the lower segment d田 snot produce the rhizoid， and only 
the upper segment forms the nodule. This type includes the following. 

A. One side of nodule be∞mes也.eapical cell and the other procluces 

the rhizoid. 

B.τ'he rhizoids a陀 produ回 dfrom both sid田 ofthe nodule and other 

自 11of the nodule turns the apical田u.
c.τ'he nodule dc児snot form the rhizoid and only cylindrical thaUus 

develops. 

The germination of this plant r，傍emblesto that of Dictyota dichoton畑

(HUDS.) LAMOUR. 
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The rhizoids of DictyoPteris pl"olifera are filamentous， while some 

rhizoids of Pachydictyon coriaceum are sucker-shape. 

In DictyoPteris prolifera， the projectile仰，rtionof the rhi7.oid from the 

tetraspore is determined by the direction of the incident light. 
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PLATE 1 

Tetraspore gennination of Dictyotteris tro/iJera (OKAM.) OKAM. 

Fig. A. The rhizoids elongョtetowards the same direction (2 days). 

Fig. B. The n吋uleproduas a projecting cell to form the thallus (4 days). 

Fig. C. The projecting cell developsωthe flat tha11us (5 days). 

Fig. D. Development of the spatula-shape thallus (8 days). 

Fig. E. Branching of the thallus (8 day冨).

Fig. F. S氏。ndaryrhizoid formation (8 days). 

Fig. G. The spatula-:shape thallus is growing by the marginal ce11s (26 days). 

Fig. H. The nodule produ偲 sonly a rhizoid (11 days). 

Fig. 1. Side view of the tha11us. The rhizoid is formed (11 days). 

Fig. J. Formation of the tha11us on the rhizoid (15 days). 

Fig. K. Tetraspore. 

Figs. L， M. Rhizoid formation (2 days). 

Fig. N. The nodule is fonned from the upper s号gmentof the first division 

(2 days). 

Fig. O. The nodule ∞nsists of 4 ce11s and one of them forms the proj民 tingぼ 11

(4 days). 

Fig. P. The projecting cell elongates (6 days). 

Fig. Q. The apicalω11 of the elongated protuterance produces the thallus 

(9 days). 

Fig. R. The tha11us is fonned direct1y on the n吋ule(11 days). 

Figs. S， T. Two rhizoids are fonned at the same time (2 days). 

Fig. U. Tha11us formation on the rhizoid (13 days). 

Figs. A -J. X 178 Figs. K -U. X 238 
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PLATE Il 

Tetraspore germination of Pachydicti，側 coriaceum(HOLM.) OKAM. 

Fig. 1. Te仕草spore.

Figs. 2-8. Showing that the lower鑓:gment出∞mesthe rhizoid. 

Fig. 2. The first segmentati叩 (20hours). 

Fig.3. The回ωnddivision (2 days). 

Fig. 4. Development of the rhizoid (3 days). 

Fig. 5. The UPl府関即時otof tbe first division forms the nodule. The apical ce11 

is determin凶 (3days). 

Fig. 6. The cylindrical tha11凶 isformed by division of the nodule (5 days). 

Figs. 7. 8. The rhizoid is sucker-shape (8 days). 

Figs. 9-12. Showing that the lower segment dαョsnot produce the rhizoid. 

Figs. 9. lO. Tbe first segmen回ti∞(20hour冒).

Fig. 11. The n岨.uleis m8de by continuo国 segmentation.The ce11 wa11s para11el 

to the first are formed (3 days). 

Fig. 12. The cylindrical thallus. The lower segm凹 td飽 snot produce the rhizoid 

(5 days). 

Figs. 13. 14. Two rhizoids are formed at加，thends of the nodule (8 days). 

Fig. 15. The cylindrical thallus. is formed on the projecting偲 11of the nodule 

(11 days). 

Figs. 16. 17. The apex of the cylindrical thall凶 graduallyflat回 IS(23 days). 

Fig. 18. Rhizoid formation in the fallen thallus (23 days). 

Fig. 19. Abr町 malgermlings. Many rhizoids are formed on the nodule (23 days). 

Figs. 1-8. x 330 

Figs. 12-15. x 330 

Figs. 9-11. x350 

Figs. 16-19. x 245 
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島根県に於けるアサイワヅタの

成 熟 季 節 に つ いて

梶 村 光 男*

M. KAJIMURA : On fruiting SE抱鉛nof Caulerpa okamurai WEB. 

v. BOSSE in Shimane Prefecture 

日本産フサイワヅタ (C加 lerpaokamurai WEB. v. BOSSE) 2). 3，の成熟

時期に関しては，川島が1957年に青森県大問弁天島における本種横物の初春に

おける成熟を暗示した以外に明確な報告は未だ見当らなU、。著者は島根県八束

郡美保関町七類湾産の本種植物について1967年8月下旬から翌年 2月下旬に

かけて調査を行なった結果，その成熟時期を知ることが出来たのでここに報告

する。

七類湾は本県における数少ない東方に開口する内湾の一つで，ここを調査

地として選定したのは，特に冬期における北西の季節風の影響を殆ど受けない

ためである。

この稿を草するに当り御指導と校闘を賜わった恩師北海道大学名誉教授時

田郷博士，この研究のために便宜を賜わった島根大学文理学部生物学教室大氏

正己，西上一義両教授に心から感謝の意を表します。

材料と方法

七類湾北岸，猿渡の西方約 350m(35030'21'り45N.L.，133014'11"， 00 

E.L.) の低潮線下約30cmの岩石海底上に，まばらな群落を成して生育するフ

サイワヅタについて1967年8月下旬から翌年2月下旬に至る期間に， 8月25日

は現地における観察のみを行なU¥12月8日， 1月28日及び2月27日は採集と

観察を行なった。 8月25日の調査は潜水して行ない，他の場合はいずれも陸上

から行なった。

肉眼的観察は卵形の葉状部，直立葉状部の主軸校，根茎部及び仮根音sの各

*島根大学文理学部生物学教室
The Bulletin of JapauE罰 S∞ietyof Phy'∞logy Vol. XVI. No. 3， D民泡mber1968 

- 14-



梶村 :島根に於けるフサイワヅタの成熟季節について 133 

背sの大きさ ，色彩 ，分11皮状態などにつu、て行ない，検鋭して trabeculae，色素

休 ，澱粉粒などのほかに体表における papillae")または孔の形成 ，遊走剥11胞の

形成および粘質物の体外放出のなどの成熟にともなうものと考えられる現象に

ついても観察した。

trabeculae，色素休， 1，澱粉粒および，i1J17佐和11)1包の形成状態に関する観察は

10%ホルマリン海水で固定した木種j荷物の上記各部を主として解剖針の先で小

)}ーにして行なったが ，papilla巴や孔の形成および粘質物の体外放11-¥に関する観

察の場合と 同様に上記各部を備えた本極純物の全体標木についても行なった。

全体標本は封入剤室に米を原料とした水飴 (75
0C)，水道水 (75

0C)，氷酷酷

をそ れぞれ40，57， 3の割合で混じたものを封入剤として封じたもので ，この

封入剤室はスライ ドグラス面にパラフィンで深さ約 2mm，長さおよび幅各々約

18mmの枠を作 り，封入後に室の上面をカバーグラスで礎い ，さらにパラフィン

でその)，41辺を密封して得たものである。

結果および考察

8月25日に観察の本語1植物では

直立葉状ifiiは普通単条で，同さ約 8

mmのものが多く， 11酬を超えるもの

は見当らず ，また卵形葉状部の数は

約 8(問のものが多<， 12(闘を超える

ものは見当 らなかった。般茎tmは不

規則に分11皮して ，長さ 5-10 cmのも

のが多く ，約15cmのものも見られ，

直立葉状i1Hおよび根茎部は普通鮮緑

色を呈したが ，線茎部は音!l分によっ

ては濃緑色を呈したCFig.1)0 12月

8日に観察の標本では ，卵形葉状部

は長f宅約 2.5mm，短径約 1.5mmのも

のが多く ，直立葉状frl¥の主ijj!ll技と恨

茎部および仮根部は各々直径約 1mll1 

および約 0.5mm(Fig. 1)であり ，

仮根部の毛状部は直径約 117μ，長

さ約220μであった。 trabeculaeは直

| 2cm 

Fig. 1. Cauleゆaokamurai W. V. 

BOSSE. 

A steril specimen collected at Shichirui 

Bay， Shimane Pr巴fecture，on January 

28th， 1968， preserved in 10% seawater 

formalin for 41 days and partJy faded 

in color. 
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径 0.7-12μで，分岐は対生と互生が不規則に入りまじり，若い部分は螺線状を

呈するものが多かった。色素体の pyrenoidを除いた部分は鮮緑色で，普通洋

第3号第16巻類藻134 

園
自
問
的
.
四

3 
Figs. 2 & 3. Cauler.仰 okamuraiW. v. BOSSE. 

From a mature specim開∞n関知don Feb. 'J:l， 1967. 2， An erect 
assimUa旬'rybr釦 ch，s加wingthe por，凶 (d);the開問。，nthe op卯-

site surfaa are品開nby bro~叩ーlin隠. 3， The base of the frond， 
showing the rhizoids and the pores of which the undermost onl飽
(a) might have be回 formedby ¥X閣ibledamage. 

梨形または紡錘形で，長軸の一端もしくは両端に糸状突起を有するものが多く，

pyr回 oidは長径約1Q.0，u，短径約4.8，uでほぼ洋梨形であったが，直径 3.6-6.0，u

の円盤状の色素体も見られ，特に根茎部において顕著であり，仮根部の先端付

近にもわずかながらその存在が認められた。灘粉粒はどの部分にも殆ど見当ら

なかった。体表における papillat:や孔の形成も体内における遊走細胞の形成も

認められず，その他の点では8月25の観察結果と殆ど同様であった。 1月28日

の観察は上述の8月25日および12月8日の観察と殆ど同様の結果を与えたが，

色素体は殆ど洋梨形または円盤状を示し，紡錘形のものはわずかに見られ，糸

状突起は殆ど見当らなかった。しかし2月27日の観察では葉状部，根茎部，お

よび仮根部などの内容物は殆ど全部すでに体外に放出されていて，植物体は無
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色を呈し，直立葉状部の先端部には崩解が目立ち，体質は極度に柔軟となった

が，根茎部および仮根部の一部には未熟部分も見られた。 tra民culaeは以前の

観察'と同様の結果を示したが，体内には槌色して無色ないし白色となった色素

体および長径2.6-7.2p，短径1.3-3.9μ の漉粉粒が見られ，部分によってはそ

れらのおびただしい塊まりが見られ，仮根部の先端付近にも少量ながら認めら

れた。体内に遊走細胞は認められず，また体表における papillaeの形成も認め

られなかったが，本種植物体各部には直径60-167pの孔を認め，直立葉状部に

おいては長径 lmm以上のものも見られ，また不定形のものも見られたことなど

から，これら大型の孔の形成は単に複数の小孔の融合のみによらずして，その

周辺部の崩壊にもよるものι思われ，仮根部の基部やその毛状部先端などに見

られるものにも，その部分の破損によると思われるものがあった。上述の孔は

その外部周辺にも槌色した色素体や搬粉粒が粘質物とともに少なからず付着し

ていることなどから，おそらく成熟にともない，内容物の体外放出のために形

成されたものと思われる (Fig.2，3)。本種植物体の内容放出の結果起るもの

と思われる水のにごりのは認められなかった。

Table 1 

T回.-dayavera殴sof water temperatures (OC) at Noi旬k阻 at3 m depth 
during one y関 rfrom March 1967ωFebruary 1鮪8;).6)

よ点11随7
Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. 

Fir冨tde<泡de 12.15 13.30 16.03 20.35 22.伺 27.42 

Middle dl民ade 12.50 13.印 17.10 20.55 23.70 27.65 

Last de<沼de 12.78 14.73 17.77 21.29 23.72 27.79 

A1vem1酔-奇館M、阻下th、、

四国 il l li1ZU' 1晶..3曲ー5 

Sep. 白t. Nov. Dec. Jan. 

F仕事tde<剖e 28.ω 22.00 20.17 17.75 12.67 

M組d1ed民ade 21.83 21.45 19.ω 15.17 12.69 

L制 decade 21.79 20.83 17.93 14.20 12.50 

事Temperatur国∞uldnot be拙 .endurng the 1鵠 td闘 deof 
February 1968 on aocount of damage of the町ui卵 lentby tidal w前回.

上述のごとく，七類湾の調査海域におけるフサイワヅタの成熟期は早くと
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も2月初旬に始まり，遅〈とも 2月下旬にはほぼ終了するものと思われ，本調

査海域から西方に1O.25km離れ，外洋に面した野井での水深3mにおける水温

条件 5)・のと関連させて考えれば，本種植物の成熟期は年聞の季節的海水温度の

最寒期に当り，水深 3mにおける平均水温が少なくとも 11.600Cないし 11.35

。Cである時期は，本種植物体の成熟に適するものと思われる。

Summary 

1n the pr，白entpaper are repo此:edthe results of my observations on 

Cauleゆ'aokamurai growing on the r∞ky bottom at a depth of about one 

foot under low-tide-level in Shichirui Bay， Shimane Pref，配ture(35030'21" J 

45 N. L.， 133014'11"， 00 E.L.) during the period ranging from late August 
1967 to late February 1968. The field researches were made by skin-diving 

during the summer and by survey from the land in other sea回ns.

The specimens collected on February 27白 werefound to have released 

almost entirely the cell contents already and no swarmers were問 maining

in the body cavity. The rhizomes were observed to be partly light green， 
while other parts of the plant body were almost wholly faded in color. 

Small pores， 60μto 167μin diameter. were 01斑 rvedon the frond surface 

but no papillae. 

As a r，田ultof the present study it was revealed that the swarmer 

production of the alg~ began in early February at tl1e earliest and finished 

by the end of the same month at the Iatest.ー

女 献

1)川島昭二(1957);東北地方産海藻雑記.藻類， 5 (2). 2)岡村金太郎 (1956):日本

海穫誌.(改版).東京. 3)一一一一(1951):日本藻類図譜，第四巻.東京. 4)時回

日(1953):イワヅタとサボテングサの遊走細胞.藻類， 1 (1). 5)島根県水試(1蝿7):

漁場観測速報記録. 6)一一一一(1968);同上.
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シンガポールに於ける

ヨレヅタの成熟季節について

梶村光男事

M. KAJIMURA: On fruiting健脚Inof Caulerpa jreycinetii 

var. ty〆'caf. lata WEBER van BOSSE in Singapore 

ヨレヅタ (Caulerpafreyc伽etiivar. tytica f. lata WEBER van BoSSE) 

1)品。 (Fig.1)の成熟時期に関しては今日まで未だ報告されていなu、。著者は

1966年シンガポールLabrador海岸で採集した材料を観察して，同時期につい

て知見を得たのでここに報告する。

Labrador海岸はシンガポール本島のほほ南端に位置し，南支那海に面し，

Malacca水道の東端に当り，透明度の低い典型的なシγガポール海岸の一つで

天然物保護区域であれ都心からの突通の便が良い所である。

この稿を草するに当り，御指導と校闘を賜わった恩師北海道大学名誉教授

時国都博士，現地での採集に御協力をいただいたシγ ガポール植物園々長

H. M. BURKILL民および本研究のために便宜を賜わった島根大学文理学部生

物学教室大民正己，西上一義両教授に心から感謝の意を表します。

材料および方法

シγ ガポール Labrador海岸(1009'N.L.，103030'E.L.)の潮間帯下部に

形成されたタイドプール中のサγゴ礁の上に生育する本種を1966年12月2日に

採集し， 10%ホルマリ γ海水に貯えたものを本年6月，観察に供した。材料は

1個体から成り，葉状部は高さ 4-37皿，幅2-6皿，主根茎部は長さ 3-9.5皿，

直径 0.8-2皿，根茎部側枝は長さ 2-15mm，幅0.7-1.5皿，仮根部は長さ 0.5-

32mm，幅0.017-1伽mである。葉状部3樹園のうち 2個は成熟葉で，その一つは文.

状分岐をなし，枝はそれぞれ長さ16.岨および12皿，最大幅5皿および6mm，他

の一つは長さ15皿，最大幅3mmであって，成熟葉の内容物は殆ど全部すでに放

$島根大学文理学部生物学教室
The Bulletin of Ja開館 S倒的 ofPhycology VoI. XVI， No. 3， Deamber 1鰯
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138 藻類第16巻第3号昭和43~年 12 月

出されて無色となっており ，その他の未成熟部は淡黄色の仮恨部を除いて深緑

色，あるいは部分的に濃緑色を呈した。

成熟体表面被膜上の papillaeまたは孔 (pores)の観察には枝全体をプレパ

ラートとして検鏡し，)堕走細胞，澱粉粒，色素体および trabecula巴の観察には

上記のほか校を解剖針の先でよくほぐ して 1%アニリ ン青で15分間染色したも

のを検鏡した。校全体のプレパ ラートは 1%アニリ ン育で20分間染色した後 ，

水飴 (750C)，水道水 (750C)，氷酷酸をそれぞれ40，57， 3の割合で混じた

ものを封入剤とし ，スライドグラス面にパラ ヒソで囲んだ深さ約 1.5mm，広さ

324mm2の空室を作 り，この室に材料を封入してからカバー グラスで覆U¥周辺

をパラヒンで密封した。

結果および考察

成熟葉状部は柔軟で槌色し，淡緑色ないし無色 となり ，未熟部とは区別が

容易である。成熟葉状部の表面には papillaeは見られず ，長径116.8-1853.5μ，

34 mm  

Fig. 1. Caulerta freycinetii var. typica f. lata WEBER van BOSSE. 

A partially fruiting specimen collected at Labrador， Singapore， on December 
2 nd. 1966. preserved in 10% formalin sea-water and mostly faded in color. 
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2 5 mm  

Fig. 2. Cauleipa freycinetii var. tyがcaf. lata WEBER van BOSSE. 
From a開rtia11ymature specimen∞Uected on Dec. 2 nd. 1袋路. An erect 

dic加ItomOUSassimilatory branch. sbowing the po児 s (p) and tbe 0nE掲 wbich
might bave以悶 formedby似瑚ibledamage ( d ); the卵期佃 theOPl悶悔

surface are shown by broken-lin鴎.
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短径66.6-8f5.8μ の小孔約30個をそこに認めた(Fig.2)。小孔のうち小型のも

のはほぼ円形であるが，大型のものは不整形のものもあり，小孔の融合，ある

いは周囲膜質の崩療によって出来たものと考えられる。これらの孔はその外部

周辺に裡色した色素体や澱粉粒がゲル化した粘質物と共に少なからず付着し残

存していることから見て，おそらく成熟に伴い，生殖細胞の体外放出の出口の

役割を果たすものと思われる。遊走細胞と思われるものは本材料のどの部分に

も認め得なかったが，それと関係があると考えられる洋梨形に集まった澱粉粒

は仮根部を除く各部に認められ，未熟部では長径3.3-9.9μ，短形1.←3.96μ の

場合が多く，その数は少なく分散していたが，成熟部のものは長径 13.2μ，短

径6.6μ にも及ぶ大型のものも見られ，その数も多く塊状に集合したものも見

られた。色素体は槌色して淡緑色ないし無色で，普通直径1.3-5.2μの球状を

呈するが，まれに洋梨形で長径2.6-3.9μ，短径1.3-2.fμ のものも見られた。

色素体はその一端もしくは両端，まれに三点に，色素体の直径もしくは長径の

約30%の長さの極めて細い繊維状の突起が見られた。

pyrenoidは不明瞭であった。仮根部を除いた未熟部の色素体は体表面被膜

の内面に密集して見られたが，成熟葉状部および仮根部の先端付近では分散し，

trabeculaeに付着するものも見られた。 trabeculaeは直径 0.82-6.6μ のものが

多しその分岐は対生と互生が不規則に入りまじった場合が多く，二文状また

は三叉状の分岐もまれに見られ，最も繊細な部分は普通リボン状あるいは，ら

線状を呈した。本材料の採集時に成熟部の内容物放出による水の濁りは認めら

れなかった。

上述のように，本材料には成熟した葉状部と考えられるものが観察された

ので，本種植物はシンガポール海域では遅くとも12月初旬に成熟が始まること

が知られた。これは南支那海南部の外洋 (02011'N. L.-03044' N. L.， 109049' 

E.L.-n0049'E.L.)における表面海水温度がほぼ28.90-30.30Cである時期に

当る。 (Table1 ) 

Summary 

In the pr出回tpaper are reported the results of my observations on 

Caulerta freycinetii var. tytica f. lata WEBER van BoSSE col1ected by 

myself on D配 ember2， 1966， at the beach of Labrador in Singapore (10 

09' N.L.， 103030' E.L.) where it was found growing sparsely on a ∞ral 

r田 fin a tide-pool at the lower littoral belt. 
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Two of the thirty eight fron也∞u田 tedwere found mature. They have 

油田dyre1回総d the 偲11 ∞nt四tsa~田t 回tirely and no swarmers were 

r四 lainingin the body cavity which was aIm田t∞lorl白 s，while the immature 
fronds w釘 ed田pgr田nin∞，loreXi但ptthe rhizoids which WIぽ'eyelloWish in 

∞，lor. The mature fronds were provided on加出 surfaceswith many smal1 

porl回，0.1-2 mm x 0.0←0.86 mm， but no papillae were observed. The 

papillae must have been 1凶 twhile the material was preserved in formalin 

sea-watぽ formore than one year and. a half. 

From the material briefly d蹴 ribedhere， it w部 known出at位lepre-

相 ltalga in the回 uth即 1part of Singapore began swarmer 開吋u<;~ion in 

early Dほ:em1)ぽ atthe lat田t.

文献

1) AGARDH， J. G. (1872): TiU alo町nessys惚matik.nya bidrag. 9 (8). Acta U凶vers-

FUS Lmden由.Lund. 2)岡村金太郎 (1951):日本藻類図譜，第三巻.東京・ 3)Facu 

1旬。，fFished鰯.Hokl白血idoUniver説ty(1967): 0償却噌raphicData Summary of Oshoro 

Maru Cru踊 21.Ha刷 ate. 4) WEBER v祖 BOSSE.A. (1898): Monl句raphied，隠

Caulerpes. Annales du Jardin Bo飽iQuede Buitenzorg. 15. Leiden. 
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s Table 1. 

Surface-water temperature and町 neolher α潤 nographicaldata in the South China sea for 8ix daY8 from 
December 4th to 1仇h，1966; BC， Broken; C， Clear; 0， Overcast; R， Rain.3) 

ち[3空i!E盟主土二|否反三ζせ;J7 語録

9 

位。40ヘ
110011' 

os 10 os 

N.L.， E.L. 

滋7 th Date 

Time 繊
同
町
拙
帥

17:20 

BC 

29.5 

21:25 

~ 
wmω
ゆ

週
治
お
扮
巴
迦

NW  1 

Station事 0811 白 12 0813 0814 0815 0816 0817 08 18 0819 03却

N.L.， E.L. 02036' 02024' 020o10。2'2， 02。01504F5， 021。1400。4'2，' 03101010。4'9，' 03101404。4'2，' 03041' 03022' 031。1014。0'2，' 110011' 110014' 110022' 110045' 110026' 110011' 

Date 8 tb 8 th 8 th 9 tb 9 th 9 th 10 th 10 th 10 th 10 th 

Time 05:45 09:23 13:45 05:45 10:45 15:30 05:45 10:53 14:45 18:50 

Wea也er C O O R C BC C O BC BC 

Temp.(OC) 29.2 29.3 29.5 29.1 29.4 29.9 29.0 29.2 29;4 29.1 

Wave NW  1 N 1 NNE 1 S SW 1 NNE 1 NNE 1 NNW 1 NNW 1 N 1 Wl  

Wave 



Genus Stromia gen. nov. -A new colourless 

Flagellata from Subtropics of Brasil， South America 

by 

B. V. SKVORTZOV* and Mitsuzo NODA料 Z

SK:VQR・rZQV，B. V.・野田光蔵:新属 Str也mia-南米プラジノレ

亜熱帯産の無色鞭毛藻の新種

In the present note the authors prop国 eto name genus of flagellata in 

memory of Prof. Dr. Kaare Strδm，白010，Norway， died泊 1967.The senior 

author during many y'回 rswas communicated with Prof. Strom in exchang-

ing informations and literaturl白. Genus Strδmia was found in 1967 and 

described in 1968 among 22 new genera of flageIlates in d田criptionof a 

new cIass -Refractogranula田 aecIass. nov.， Pyrrophyta recorded from 

South America， South Africa and Singapore proposed for publication. 
Here is given a short description (and illustrations) of this new proposed 

genus. The type specimens are preserved at出eCryptogamic Section of 

130旬nica1Institute， SIO Paulo， Brasil. 

Genus Stromia gen. nov. 

Fam. Stromiadaceae fam. nov.， Order Strδmiacales ord. nov.， SubcIass 

Ecolorata，田aesubclass. nov.， Class Refractogranulaceae cIass. nov.， Subtype 
Chloromonophyceae subtype nov.， Pyrrophyta. 

Cell fr田 swimming，metabolic with numerous refractile grauules under 

白eperiplast; flagella 2， not equal， one swimming， another trailing; cytop-

rokta hole in posterior part of theぽ 11distinct; nutrition holozoic (frustules 

of Bacillariophyta， cells of Euglenophyta); vacuole-pusula in anterior part 

distinct or indistinct; nucleus alm田 tcentral; reproduction by ce11 division. 

* Instituto de BotaniωS a'o Paulo， Brasil. 
柿 Dept.Biol.， Fac. Sci.， Niigata Univ.， Niigata.新潟大学理学部生物学教室

The BuIletin of ]apanese S∞iety of Phy∞logy Vol. XVI. No. 3， December 1968 
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S戸光ies3. Type of genus Stromia subsphaerica gen. et sp. nov. 

The key of Sp目:ies

1. CelIs obovate， broad in anterior part and acute in posterior with c.ytop. 

rokt， 55 -70 x 15 -20 micr.; f田dingby frustules of Pinnularia sp.， 
Bacillariophyta. Hab. in mountain swamps near sao Paulo， Brasil，∞t 

by B. Skvortzov， 18， 2. 1966.…H ・H ・...・H ・..1. S. brasi liana sp. nov. 

2. CelIs obovate or必m田tspherical， 37 -48 x 20 -30 miα.; pusula large 

and spherical: flagella not equal;白1If，自由 by偲lIsof Phacus sp.， 

Euglena sp. (Euglenophyta). Hab. in littoral part of a mountain lake 

near Sao Paulo， Brasil， col. B. Skvortzov， 9， 11. 1964. 

. 2. S. subsPhaerica sp. nov. 

3. CelIs oblong， undulated in lateral part， 5 X 18 micr.， pusula absent; 

celI feeds by也 llsof Phacus sp. (Euglenophyta). Hab. in stagnant 

water in the forest of Belliing near Sao Paulo， Brasil，∞L B. Skvortzov， 

30， 6. 1966. ..・H ・......・H ・....・H ・.....・H ・.....・H ・...3. S. undulata sp. nov. 

Refe開，nce

SKVOTZOV， B. and NODA， M. (1968).: on new flagellata and flegellata like 
organisms C1ass Refractogranu1aceae c1鎚s.nov.，町rrophyぬ， reωrdedfrom Brasi1， 

South America and part1y from South Africa個 dSin酔pore.(Manuscript) 

* * 事 * 
著者の一人 B.SKVORTZOVと親交のあった Norwayの伽10大学淡水生物学教室

の主任教授 KaareSTROM博士が， 1967年2月28日死去した旨通知があったので，過般図

3棄と共にラテγ記歳女を添え， Oslo大学へ追悼論文を送ヮた。その論文の内容とする新

属 Strdmiaの記載と，それに含まれる南米ブラジル産の新種 S.brasiliana sp. nov.， S. 

substhaenca sp. DOV.， S.仰 dulatasp. nov.を紹介する。

-26-



On new and liもtleknown Flagellata from 

N. :E. Asia and South America 

by 

B. V. SKVORTZOV* and Mitsuzo NODA帥

SKVORTZOV B. V .・野田光蔵東亜北部(中国〉および

南米産の綾毛務 (Flagel1ata)の新種・稀積

The flagellata that forms the subject of this paper were ∞Uected mainly 

by the senior author in Eastern pa社。，fAsia， N. E. China around City 

Harbin hefore 1962 and the last 5 years around City Sao Paulo， Brasil， 

South Am回目.

Samples of plankton， extract from water plants， samples of surface mud 
from stream， pools with poJluted water， samples from lakes and rivers were 
∞u配 tedand cultivated for several days in Petry dishes and glass cylindぽ S

pla白 don window in∞01 r，∞m or outd∞r in shade. It was found that 

obsぽvationof flagellates were best made from glass slides which had been 

immersed in the bottom or in surfa白 of the sample for 1-2 hours to 

several days. Flagellat田 bythis method become attached to the glass slides 

and出ismethod gave the opportunity of observation and ex創niningof large 

num加"sof田llsin single slide. 

The type specimens are preserved at the Cryptogamic Section of Botan-

i団 1Institute， Sao Pa凶0，Br部 il.

Key of genera 

1. Flagella 2， both fixed on the anterior part of the白 11，or fixed on one 

side of the 白:11;加thflagella swimming ・・ H ・H ・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・2 

1. Flagella 2， both fixed on血eposterior end of the cell trailing or one 

* Instituto de botani伺， Sao Pa凶0，Brasil. 
柿Dept.Biol.， Fac. Sci.， Niigata Univ.， Japan新潟大学理学部

The Bulletin of the Japaru盟 S∞ietyof phy∞，Iogy Vol. XVI， No. 3， De<泡mber1968 
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flagellum is fixed on the anterior part， another in posterior…...・H ・..9
2. Both flagella fixed on one side of the目 11，not c1田，etogethぽ， both 

flagella swimming …...・H ・.....・H ・-…....・H ・.....・H ・...・H ・.1. Akiyamamonas 

2 . Both flagella are fixed on the anterior part of the all ....・H ・....・H ・..3

3. Cell not metal)olic with a longitudinal kinet(lnucleus....・H ・.2. Brasiloba 

3 . Cell more or 1<開 metabolic........・H ・-…....・H ・...・H ・.....・H ・-…...・H ・-…・ 4

4. Cell strong metabolic with pseudopodia…....・H ・.....・H ・.3. Prowsemonas 

4. Cells metabolic without pseudopodia ・・H ・H ・.....・H ・-……H ・H ・-…H ・H ・-…・ 5 

5. Flagella 2， not equal， one short， another long，巴r，ey，田potpresent . 

…4. Stigmobodo 

5. Flagella 2 of the same size ……H ・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・..…H ・H ・...・H ・..… 6

6. Cells short ovoid to oblong or S-form curved ...・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・..7 

6. Cells short ovoid with a longitudinal furrow …...・H ・..6. Pavloviamonas 

7. Cells ovoid …...・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・...…...・H ・-…H ・H ・....・H ・..6. Nodamastix 

7. Cells ovoid or S-form curved， fusiform …...・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・.....・H ・.8
8. M四 lbranesmooth ..・H ・H ・H ・..…H ・H ・-…H ・H ・.......・H ・-… 7.Serpentomonas 

8. Membrane verrucose・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8. Colemania 

9. Flagella 2 in posterior part of the alJ similar， trailing …9. Gordymonas 

9. Flagella 2， one in anterior， another in posterior part of the 白 11…・・ 10 

10. Memhrane not mεtabolic ....・H ・....・H ・-…....・H ・...・H ・....・H ・-…… 10.Jolya 

10. Mmhrane metabolic …....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・..，・H ・....・H ・...・H ・..11 

11. Anterior flagellum active， swimming ・H ・H ・H ・..… 11.Mukdeniamonas 

11. Anterior flagellum passive，似:>steriortrailing ・H ・H ・..… 12.Pr，α;tormonas 

Description of genera and s問自国

1. Akiyamamonas gen. nov. (Fam. Bodonal自民， Ord. Protomastiginae) 

Monadae libere namantes， non metabolicae，配oloratae，ovate， parte 

anteriore acutae， posteriore rotundatae; flagellis 2 lateralis in distantes positis， 

a明uilongiset natant田 vacuolacnntracti1is nonr vidi; cytoplasmateαleI1l1ea 

et minute granulata; nucleo fere antralis; motio rotante; nutrimemtum 

saprophyticum vel holozoicum. Differt de genere Pleuromonas Perty in田llulis

natantes et non metabolicae. Dedi回.vihanc genere in honorem Dom. Dr. 

M. Akiyama.毎回ies1. Typus Akiyarnamonas terrestris gen. et sp. nov. 
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Fig.1 

Cellula 8 -10 micr. 19.， ceterum ut in genere. Hab. inter algae terrestris 

et mus:is pr.:>pe Parque do Estado do Sao Paulo， Brasil， 19. B. S!{vortzov， 

14， 7. 67. 

2. Brasilobia gen. nov. (Fam. Brasi!obiaceae fam. nov. Ord. Protomas. 

tiginae) 

Diagnosi famiJiae: Monadae solitarie， libere natantes et non metabolicae， 

asymmetricae curvatc-fusiformis; parte anteriore 1 atiorae ， parte posteriore 

plusminusve acutae vel gradatim attenuatis; flagellis 2 parte anteriore apice 

vel fere in apice insertis aequi!ongae， natantes cum kinetonucIeo connectis; 

kinetonucIeo longum et latum parte dorsalis vel medianae cellulae po~itis; 

periplasto nullo vel tenuissimo et firmo; cytoplasmate hyalina sine vacuo~is 

digestivis; vacuola contractilia prope f1agelli; nucIeo fere centralis vel indis-

tinctis; multiplicatio per divisionem londitudinam; nutritio saprophyticum; 

motio rapide， rotante vel zigzagformis. Differt de Fam. CrYPtobiaceae， Ord. 

Protomastiginae， flageIlis 2 parte anteriore insertis， vacuolis contractilibus 

et membranae undulatae non presentis. Typus familiae genus Brasilobia gen. 

nov. Diagnosi generi ut diagnosi familiae. Species 4. Typus generi Brasi-

lo&ia Pisciformis gen. et sp. nov. 

Clavis specierum cum diagn個 isbrevis 

1 . KinetonucIeo dorsalis …・・・・…・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・…………・・・…・・・ 2 

1. KinetonucIeo in medio cellulae ……・・………・・・・・・・・・………・…・・…・・…....3 

2 . Parte anteriore cellulae nasuta …・・・・・・…...1. B. tisczJornds Figs. 2-4 

Cellula curvata fusiformis， 11-12-18 micr. 19.; flagellis fere cellulae 

longiora; vacuolis contractilibus 1-3. Hab. in stagnis cum Mayaca sello-

U哩;anaSeut.， Parque do Estado， Sao Paulo， BrasiI. 19. B. SKVORTZOV， 4， 

3. 63. 

2. Parte anteriore cellulae late rotundate……一…・ 2.B. rz.vulart.s Fig. 6 

Monadae fusiformis curvatis， 18-20 micr. Ig.， f1agellis aequilongis cellulae 

longiora， vacuola apice magna， kinetonucIeus magnus， latus et dor邑alis.Hab. 

in rivuli cum aqua impura， Sao Paulo， Brasil， 19. V. Alin， 20， 7.日.

3. Kinetouucleus medianus， parte anteriore cellulae…3. B. imρura Fig. 5 
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Cellula semilunata， 11-15 micr. 19. kinetonucleo cl1rvata; motio rapide， 
rotante vel zigzagformis. Hab. in merdae animali ex Pinheiros rivuli， Siio 

Paulo， Brasil， )g. B. SKVORTZOV， 1， 6. 63. 

3. Kinetonucleo S-formis， longa…H ・H ・...・ H ・.....・ H ・..4. B. stiralis Fig. 7 

Cellula 18-20 micr. 19.， vacl101a contractilis magna apice. Hab. in aqua 

impura rivularis， Br∞>klin， Suo Paulo， Brasil， Ig. B. SKVORTZOV， 20， 7. 63. 

3. Prowsemona8 gen. nov. (Fam. Rhizomastigaceae， Ord. Pantostomatinae) 

Monadae solitariae unicellulares， Iibere natantes， nudae et metabolicae， 

oblongae vel fusiformis et non applanatae; periplasto nullo cum pseudopodiae 

laterales et posterior，田 1-4in numero; flagellis 2 similaribus vel semisimila-

ribus in api田 insertis，natantl白 etnon trachendi; cytoplasmate hyalino， 

granulato cum granulis leucosinis et oleis; nucleo rotundato fere centralis 

vel supra mediana; vacuolis contractilis 1-2; vacuolis dig，田tivisadsunt; 

nutritio holozoicum; rnovet repente vel rotante. Differt de gencre kastigella 

Frenzel et genere kastigamoebr; (SCHULZE) LEMM. in cellulis cum duas 

flagellis. Dedico hanc genere in honorem Dom. Dr. H. A. Prowse， Tropical 

Fish Culture Research Institute， Batu， Berendam， Malacea. 

Species 3. Typus generi Prowsemo鰍 'lStroPz'ca gen. et sp. nov. Hab. 

in aqua dulcis stagnalis. Distr. Singapore， Hong Kong et Brasilia， America 

Australis. 

Cavis s伊cierumcum diagnosis brevis 

1. Cellula ellipsoidea vel ovalis sine陣 udopodiavel 10加卯dia.. 

• 1. P. hongkongensis Figs. 8， 9 

Cellula 9-12 micr. 19.， cum apicibus rotundatis; granulis lecucosinis et 

guttae olei numer田 is.Hah. Hong Kong， Aberddin， rivulis montanis cum 

aqua impura， Ig. 12， 8. 65. 

2. Cellula oblol1ga veI fusiformis cum pseudopodia numerosa ...・H ・...
. 2. P. troPica Figs. 10-11 

Cellula 12-15 micr. Ig.; ceter田nut in genere. Hab. inter muscis epi-

phyticis， Horto Botanicus， Singapore， 19. B. SKVORTZOV， 1962. 

3， Cellulis cylindricis sine vel cum lobopodia lateralia unica・H ・H ・-…・・

・・ 3. P. brasil向naFigs. 12-14 
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Cellula metabolica cum lobopodia lateralia， 10-15-18 micr. 19.; nucJeus 

centralis; vacuolis contractilis antice et postice; granulis 1巴ucosiniset o'ei 

adsunt. Hab. in stagnis montanis， Parque do Estado do Siio Paulo， 19. B. 

SKVORTZOV， 55， 11. 66. 
4. Stigmobodo gen. nov. (Fam. Rhizomastigaceae， Ord. Pantostomatinae) 

Monadae solitariae， libere natantes， valde metabolicae，semigloboso vel 

curvato-fusiformi， apicibus plusminusve rotundatis; periplasto plusminusve 

ve町田oso;flagellis 2 dissimilaribus in api田 insertis，anticum cellulae aequi-

longum， posticum curtum， firmum et non vibratis， 1/4-1/5 cellulae longitud-

inis; cytoplasmate hyalino， granulato sine chromatophoris; vacuolis contract-

ilibus et vacuolis dig，白tivadesunt;. nutrimentum hacteriae， celluhs Chlamy-

domonad白 (Volv，配ales);nucleo magno， rotundo plusminusve latere dextro. 

A genere Sterromonas S. KENT (Fam. Monadaceae， Ord. Protomastiginae) 

in penplasto metabolicae. Species 1. Typus generi Sti・'gmobodobrasiliana 

gen. et sp. nov. Figs. 15， 16 

Cellula 20-30 x 8-30 micr.， ceterum ut in genere. Hab. in stagnis mon-
tanis， Sao Paulo， Brasil， 19. B. SKVORTZOV， 10， 2. 63. 

5. Pavloi，αmORas gen. nov. (Fam. Bodonaceae， Ord. Protomastiginae) 
Monadae solitaria， libere natantes， metabclicae asymmetricae vix ap-

planatae， ovalis vel elongato-ovalis; flagellis 2 natantes fere in api白 insertis;

periplasto levi， vix metabolica cum sulcus ventrali longitudinali flexuoso; 

cytoplasmate granuloso sine chromatophoris， stigmate et granulis paramy-

la白 is; vacuolis∞ntractilis uno sinistro mfra mediana vel fere mediana 

prope sulco; vacuolis ad nutrimentum adsunt; nutritio bacteriae; nucleo 

parte似>steriore白lIulaesito; motio repente et rotante. Differt a genere 

Colponema Stein (Fam. Bodor沼田ae，Ord. Protomastiginae) cellulis elongato-

ovalibus， flagellis anticum et natantes， sulcis angustis latere dextro positis. 

民 dicohanc generis in memoriam Peter Alex. Pavlov， z∞logico， • Harbin 
Museum (1922-1946) China et mortuus-frigus in Siberia Sovietica. S開ci目

unicum. Typus generi Pavloviamonas fruticola gen. et sp. nov. Fig. 17 

Cellula 11-13-22 x 9 micr.，ぽterumut in genere. Hab. in aqua impura， 

in culturae fruticorum， Sao Paulo， Brasll， 19. B. SKVORTZOV， 25， 4. 63. 

6. Nod，αma8Ux gen. nov. (Fam. Rhizomastigaceae， Ord. Pantostomatinae) 

-31ー



150 藻類第16巻 第3号昭和43年 12月

Synonyms-genus Stiromonas SKVORTZOV 1957， non Spiromonas SKUJA 

1939. 

Monadae solitariae， libere natantes， paulo vel metabolicae， interdum 

回 pahilis parte anteriore pseudopodia minuta extendere， ventraliter non 

applanata vel interdum plusminusve applanata subsphaericae-ovatae vel 

interdum obovatae， vf'1 brevi fusiformae， anteriore parte plusminusve rotundata 

vel cum depressione lata et vadosa， posteriore rotundata rarior brevi acuta; 
flagellis 2 similaribus， natantes in apice insertis vel in depressione antice; 

periplasto delicatissimo et levi; cytoplasmate hyalino sine chromatophoris 

cum stigmate vel astigmate; vacuolis contractilibus 1-2-3 in parte anteriori 

vel posteriori instructo， praeterea 1 vel non nulla vacuola digestiva; nutri-

mentum animali simile vel parasiticum in cellulae Sfrirogyrae sp.; cellulae 

dividerunt in motione; motio rotante. Differt a genere D加om01ωsS. KENT 

(Fam. Bodona白 ae，Ord. Protomastiginae) membranae白 llulaemetabolicae， 
a genere Gordymo仰 sflagellis natantes Ilon trachendi. Dedicavi hanc genere 

in honorem Prof. M. NODA， Niigata University. Species 7. Hab. in aqua 

dulcis， StagnaUbus prope oppidum Harbin et prope oppidum Sao Paulo， 
Brasil. Typus Nodamastz'x sfrirogyrae gen. et sp. nov. Fig. 18. 

Cellula metabolica， 5-18 x 9 micr.，田terumut in genere. Hab. in sta-

gnis prope oppidum Harhin， China， parasitis in cellulis Stz'rogyra sp. 
= Spiromoma8 sfrirogyrae SKVORTZOV， 1957， in Phil. Joum. Sci. 

vol. 86 p. 190-191 fp. 6 figs. 63， 64. 

7. Serpentomonα8 SKVORTZOV， 1957 (Fam. Amphimonadaceae， Ord. Pro-
tomastiginae) 

Monadae solitariae， libere natantes， modi白 metabolicae，formam variab-

iliae， asymmetricae， elongatae， uncinatae， vel oblongae， spiraliter curvatae， 

vermiculatae， serpentiforme， planoconvexae vel rectae， dorso plusminusve 

arcuatae， ventre plusminusve c.urvatae， in sectione applanatae， anteriore parte 

late rotundatae， vel modice bilobatae vel concavae， truncatae vel abruptae; 

flagellis 2 natantes， similaril>us; periplasto hyalino et metabolicae; cyto-

plasmate hyalino sine chromatophoris et stigmate; vacuolis contractilibus 1 

vel nonnihil parte anteriore et posteriore; vacuolis digl白 tivaadsunt vel 

absunt cum bacteriae; nucleo fere centralis; multiplicatio per divisionem 
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longltudinalem: differt a genere Amρ'himonas DUJ. (Fam. Amphimona-

daceae， Ord. Protomastiginae) in cel1ulis metabolicis， a genere Foliamonas 

SKV.， 1957 (Fam. Amphimonada田 ae)in periplasto metabolicae et non 

applanatae. Species 2 ex China et Brasilia. Typus generi Serpe1ltomonas 

natans gen. et sp. nov. 

Clavis s戸出t:ieruincum diagnosis brevis 

1. Cellula elongata， curvata…………...・H ・-…・1.S.仰 tansSKV. 1957， 

in Phil. Joum. Sci. vol. 86， p. 192 pl. 6 fig. 62. 

Cellulae 10-15 x 6-8 micr.， ceterum ut in genere， Hab. inter l¥wugeotia 

sp. in stagnis prope oppidum Harbin， China. 

2. Cellula latior， fusiformis vel otJOvatae…・・ 2. S. aquae-t' mρurae Fig. 20 

Cellula modi白 metabolicae，formam variabilis， asymmetrica， 11-13 micr. 

19・.cetrum ut in genere Hab. in aqaue impura montana， Br'∞，klin， Sao 

Paulo， Brasil， 19. V. ALlN， 20， 7. 63. 

8. Colemania gen. nov. (Fam. Amphimonadaceae) 

Monadae叩Htariae，libere natantes， modi白 metabolicae，asymmetricae， in 

S配 tioneapplanatae: fronte visae oblongae， dorso plusminusve arcuatae， vente 

curvatae: flagellis 2 natantes similaribus: periplasto hyalino vel verruc団 a

et metabolica: cytoplasmate sine chromatophoris et stigmate: vacuolis cゆか

tractilibus 1-2-3: vacuolis digestiva non vidi: nutrimentum saprophyiIωm. 

Differt a genere Amphimoruぉ DUj.(Fam. Amphimonadaceae)加 cellulis

metabolicis， a genere Serpentomonas SK V.， 1957 (Fam. Amphimonada田 ae)

in cellulis applanatis， a genere Foliamonas SKV.， 1957 (Fam. Amphimona-
da田 ae)in白 llulismetabolicis， Sped田 2ex Brasilia. Typus generi Cole-

mania verrucosa gen. et sp. nov. Dedicavi hanc genere in honorem Dom. 

Dr. Jim. R.ωLEMAN， botanico， Inst. Bot. Sao Paulo (1963-1967). 

Clavis spE児島rumcum dia伊 osisbrevis 

1. Membrana verrucosa…....・H ・.1. C. verrucosa gen. et sp. nov. Fig. 21 

Cellula 10-12 x 3-4 micr.，白terumut in genere. Hab. in stagnis cum 

aqua subsalina， Ubatuda， Siio Paulo， State， Brasil， 19. J. R. COLEMAN， 

26， 1. 65. 
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2. Membrana hyalina…...・H ・-…H ・H ・....・H ・......・H ・.2. C. mayacae Fig. 22 

CeIlulae asymmetricae. obovoideae， cllrvatae. 7.4-9 micr. Ig. Hab. in 

.& ayacca sollowia加Seub.stagnis montanis， Parque do Estado， do Saο 

Paulo， Brasil， 19. B. SKVORTZOV， 4， 3. 63. 

9. Gordymonas gen. nov. (Fam. Rhizomastigaceae， Ord. Pant慣，tomatinae)
Monadae solitariae， unicellulares， Iibere natantes， nudae et metabolicae， 

subovatae vel triquetrae， non applanatae， apicibus rotundatis vel acuto; 

flagellis 2 similaribus in apicc insertis trach叩 dinon natant白 cytoplasmate

hya1i冶oet granulato; nucleo lato， rotundato fere白 ntralivel supra mediano; 

vacuolis∞ntractilibus 2 plerumque prope nucleo infra mediano instructo， 

praeterea泊 parteposteriori vacuolis digestivis dis何回tis;movet repente vel 

rorante. Differt de genere Nodam四 tix(Fam. Rhizomastiga四 ae)f1agellis 

trachendi. Dedicavi hanc generi in honorem Dom. M. K. GoRDY， amiclls 

nostra， Sanfransicko， U.S.A. S脚光ies2 ex China et Brasilia. Typus generi 

Gordymonas vitalis gcn. et sp. nov. 

Clavis specierum叩 mdiagnosis brevis 

1. Cellula ovalis vel subtriquetra…...・H ・...・H ・.......1. G. vitalis Fjg. 23 

= Dinomonas ferox SKVORTLOV， 1957 in Phil. Journ. Sci. vol. 86 

p. 190 pl. 6 fig. 32. Cellula 10-14 x 6-7 micr.， flagellis白 llulaelongiora; 

ceterum lIt in genere. Hab. in stagnis prope oppidum Harbin， China. 
2. Cellula elli開oideavel fusiformis….....・H ・...・H ・..2. G. n，国 utaFig. 24 

Cellula 11-15 X 7-9 rnicr.; periplasto nuIlo， metabolica et am田 boidea

cum pseudopodia vel lobopodia nasutaeformis， Hab. inter filamentis Oedogo-

nium sp. prope rivulis Mujigyara prope Emas， Ig. B. SKVORTZOV et Prof. 
DANIEL M. Vital， 22， 11. 64. 
10. Jolya gen. nov. (Fam. Jolyaceae fam. nov.， Ord. Protomastiginae) 

Monadae solitariae， natantes， non applanata; periplasto hyalino， firmo et 

non metabolica; flagellis 1 vel 2， parte anteriore cellulae， natantes vel parte 
anteriore et posteriore， natant田 ettracher】di;vacuola∞ntractilis antice; 

vacuolis ad nutrimentum numerosae; nud回 plerumquemediano; granulis 

similis paramyla白 iset guttae olei numerosae una genera cum cyanellae. 

Genere 3. Typus familiae genus ]olya gen. nov. Hab. in aqlla stagnalis 
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montanis prope Sao Paulo， Brasilia. 

Genus ]olya gen. nov. Diagnosi generi ut in diagn関 familiae..Spei田 S

unicum. Typus generi ]olya planctonica gen. et sp. nov. Fig. 25 

Cellula fusiformis， 30-35-37 x 9-11 micr.，白terumut in diagnosi generi. 

Hab. 1. inter品lviniaauriculata ex Pinheiros rivulis， Sao Pa叫0，19. Prof. 

C. LIMA et B. SKVORTZOV， 19， 6. 63; 2. inter Sphagnum sp. prope St. 

Amaru， Sao Pauro， Brasil， 19. Prof C. E. BICUDO， 30， 3. 63. 

11.脆tkdeniamonasCHOU et S，(VORTZOV， 1960 (Fam. Rhizomastigaaae) 

Monadae釦 htariae，libere natantes， metabolicae vel cum pseudo卯 diae，

subobovatae， fusiforme， antia acutae vel rotundatae， p倒 i白longaeac凶m-

natae; flagellis 2， uno anticum natantes， uno戸:lSticumtrachendi; periplasto 

delicatissimo levi et metabolicae vel cum pseudopododiae， simpliciae pra配 ique

lateralis et singulis; cytoplasmate minute granuloso; chromatophoris， stig-

mate et granulis paramylaais nullum; vacuolum∞ntractilum unum parte 

anteriore ad flagellum， praeterea vacuola dig，白tiva; nutritio bacteriae et 

filamentis O.scillatoriae; nucl印 vix倒 ltralis;motio lente vel rapide et rotante 

vel repente. Differt a genere l!v..astigamoeba (E. F. SCHUZE) LEMM. (Fam. 

Rhimastiga白 ae)白 lluliscum unum anticum et unum posti田 flagellis.Hab. 

in stagnis prope oppidum Mukden， China et in f，儲ispluvialis prope oppidum 

Sii.o Paulu， Brasilia. S戸羽田 4.Typus generi Mukdeniamonas biflagellata 

CHOU et SKVORTZOV gen. et sp. nov. Fig 26 

Cellula 9-15 micr. 19.， ぽterumut in genere. Hab. in aquis stagnalis 

prope Oppidum Mukd回， China. 

12. Proctormonas gen. nov. (Fam. Rhizomastiga田 ae)

Monadae釦 litariae，libere natant田， metabolicae， fusiform田， anteriore 

parte abrupto-truncatae， p国 terioreinterrupto-acutae vel late rotundatae; 

flagellis 2， dissimilaribus， uno sub-api倒 nnon motio， secundare parte poste-

riore sub-apicibus泊se此ismotio et trachendi; motio cellulae repente; nucleus 

p訂 te卯 steriore;vacuolo contractilis apia; vacuolis dige量tivisnon vidi; 

granulis oleis et leuc四 inisnumer，田is.Differt a generi Mukdeniamonas CHOU 

et SKV. 1960 (Fam. Rhizomastiga白 ae)in flagellum principale non natantes， 

de generi Sterrom側四 S.KENT (Fam. Monada白ae)in uno flagellum anti白，

cetera戸lStia.民 dicavihanc speciem in honorem. Prof. Vernon W. PROCTOR， 
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algologo， Texas Technological College， Lubb田 k，Texas， U.S.A. S開とie;

unicum. TypllS generi Proctormonas characola gen. et sp. nov. Fig. 27 

Cellula 18-26 micr. Ig.，偲terumut in diagnosi genere. Hab. inter 

filamentis Charae sp.泊 culturae，lg.Prof. V. W. PROCTOR， prope LubLock， 

Texas， U.S.A. 
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Flagel1ate prope oppidum Mukden in anno 1957ωl1ectarum in Bul1. Herb. North-

East. Forest Aαdemy no. 2， III， Harbin. 

X X × 

東亜北部(中国)および南米プラジルSaoPauloから得られ無色練毛渡辺属20積

について記載，図示した。そのうちには， 1新科10新属18新種が含まれている。

図版説明

Fig.1. Akiyamamonas nasuta gen. et sp. nov. 2-4. Bra.'lilobaρisciformis. 

gen. et sp. nov. 5. B. impura sp. nov. 6. B. rivularis sp. nov. 7. B. 

spiralis sp. nov. 8-9. Prowsemonas hong加ngensissp. nov. 10-11. P. 

tro〆cagen. et sp. nov. 12-14. P. brasiliana sp. nov. 15-16. Stigmobodo 

brasiliana g回.et sp. nov. 17. Pavlovimonas fruticola gen. et sp. nov. 

18. Nodamastix spirogyrae gen. et sp. nov. 19. Sertentomonas natans 

gen. SKV. 20. S. aquae-impurae sp. nov. 21. Colemania Ve1ηtcosa gen. 

et sp. nov. 22. C. mayaccae sp. nov. 23. Gordymonas vitalis gen. et 

sp. nov. 24. G. nasuta sp. nov. 25. ]olya planclonica gen. et sp. nov. 

26. Mukdeniamonas biftage/lata CHOU et SKV. 27. Proctormonas char-

acola g如.et sp. nov. 
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日本産サヤミドロ属 (5) 

山岸高旺'・斎藤英三柿

T. YAMAGISHI and E. SAITO:白'DUSOedogo.明iumiD JapaD (司

前報に引続いて圏内各地から採集されたサヤミドロ属について報告する。

なお，原記載および従来の報告には不明のままで残されていた形質の中で，今

回の筆者等の材料によって確認されたものについては下線で示した。

46. Oed昭ωuumamPlum MAGNUS & WILLE (PI. 1， f. 1ーの
偲 WILLEin Bih. Sv. Vet.-Akad. Handl. 8: 40 (1鴎4);PRESCOTT in 

Algae of the Western Great L油田紅白， 165 (1951). 

Syn. Oe. crassum WILLE in Bih. Sv. Vet.-Akad. Handl. 8: 39 (1884)， 
ω. crassum var. amPlum HIRN泊 ActaSoc. Sci. Fenn. 27: 139 (1900). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で雌株では46-54x 70-139μ， 

雄株では42-50x 65-200μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起

をもっ。生卵器は 1-2個で卵形，倒卵形ないし楕円形， 75-90 x 83-115p。関

口は円孔で上位。卵胞子は楕円形ないし広楕円形，あるいはほとんど球形で生

卵器とほぼ同大， 72-85 x 77-100.μ。 卵胞子膜は平滑で肥厚し，黄禍色を呈す

る。造精器は 2-20個ほと連続して生じ， 40-50 x 8 -20p。精子は2個で分裂

は垂直。

採集地:三重県津市郊外。(標本番号 7667)。日本新産。

この種は今までに本邦から報告されたサヤミドロの中では最も大型のもの

で， Oe. crassum (HASSALL) WITTROCK (in Bih. Sv. Vet.-Akad. HandI. 

1: 20， 1872)， Oe. land旨卸roughi(HASSALL) WITTROCK (in Nova Acta 

Soc. Si::i. Upsal. III. 9: 35， 1874)に類似しているが Oe.crassumは本種よ

りも生卵器の直径が小さく， Oe. kmdsboroughiは広卵形ないし楕円形の卵胞

子をもっているのに対して，本種は Pl.1， f. 1""' 2μ示したように楕円形な

いしほぼ球形の卵胞子をもっている。

'日本大学農獣医学部生物学研究室

帥専修大学生物学研究室

The Bu11etiD of Japam鴇Societyof Phy叫 ogyVol. XVI， No. 3， December加盟B
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47. Oedogonz.um autumnale WITTROCK (PI. 3， f. 7-10) 

WITTROCK in Nova Acta おc. Sci. UpsaI. III. 9: 11 (1874); 

GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 379， PI. 76， f. 126，a (1964). 

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で 16-20x 25-50，u。先端細

胞は短尖頭または鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1

個で倒卵形ないし球形， 39-45 x 45-51μ。開口は裂開で上位。卵胞子はほぼ球

形で生卵器とほぼ同大， 37-42 x 37-44，u。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-2(3)

個で生卵器のほぼ上方あるいは下方に生じ， 15-18x 9-10μ。精子は2個で分

裂は水平。

採集地:埼玉県秩父長瀞岩石園。 (1270)。日本新産。

この種は雌雄同株で生卵器がほぼ倒卵形ないし球形，上位で裂閲するな

どの点で先に山岸(藻類10: 39， 1962)によって報告された Oe.cristum 

(HASSALL) WITTROCKや後述する Oe.obesum (WITTROCK) HIRNなど

に極めてよく似ている。しかしながら本種はそれらよりも糸状体細胞が大きく

また ，Oe. rutestre HIRN (in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 168， 1900)よりも

糸状体細胞の直径が小さいことで，それらの種から容易に区別することがで

きる。

48.οedolfiωium cajn・lliformeKUTZING; WITTROCK (Pl. 1， f. 

6-9) 

KUTZING in Tab. Phyc. 3:. 12， Pl， 37 f. 3 (1853); GAUTHIER-LIEVRE 

in Nova Hedwigia 7: 307， PI. 41， f. 72 a， Pl. 47， f. 73， a-c (1964). 

Syn. Oe. dioicum PETROVSKY in Bull. Soc. Nat. Mosc. 34: 611 (1861). 

雌雄異株。大型精子体性，糸状体細胞は円筒形で雌株では 28-38x 42-120μ， 

雄株では25-30x 40-100μ。先端細胞は短尖頭あるいは尖頭，基部細胞は円筒形

で仮根状の突起をもっ。生卵器は1個で倒卵形ないしほぼ卵形， 42-50x51-

62μ。開口は円孔で上位。卵胞子は卵球形一円筒状球形ーほほ球形あるいは球

形とその形が変わりやすくて生卵器よりも小さく， 37-45 x 40-50，u。卵胞子膜

は平滑で，ときに肥厚する。造精器は 2-8個でしばしば栄養細胞と交互に生

じ， 20ー25x8 -10μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:茨城県鹿島。 (6304)。埼玉県秩父長瀞岩石園。(1301)。日本新産。

この種は生卵器や卵胞子の形質にかなり変異がみられるために近似種との

区別が難かしいといえる。 TIFFANY(Oedog. Monog. 1930; N. Amer. Fl. 

1937)の種属誌では記載文よりも図の方が大きく描かれていて，両者は互いに
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一致していない0 ，本種の生卵器や卵胞子の変異の様子は GAUTHIER-LI色VRE

(1964， 1. c.)によりアフリカの材料について若干報告されているが，詳細につ

いては原記載あるいは HIRN(1900， 1. c.)の種属誌による検討が一層適当と考

えられる。今回の材料は HIRN(1900) の記載とよく一致するものである。

49. Oedogonium completum (HIRN) TJFFANY(P1. 2， f. 6-11) 

TIFFANY in Ohio Jour. Sci. 34: 326 (1934); 一一一一一 inN. Amer. 

F1. 11 (1): 82， P1. 25， f. 404-406 (1937). 

Syn. Oe. ohtru町 atumvar. completum HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 

27: 285 (1900). 

雌雄異株，嬢雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は上端部にふくらみの

ある円筒形で， 18-22x66-150μ。先端細胞は尖頭，ときに鈍頭，基部細胞は円

筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1-3個で広楕円形， 55-60 x 63-75，μ。

開口は裂開で最上位。裂開部分は小さいが明瞭である。卵胞子は生卵器と同形

で同大 53-58x 61-73μ。卵胞子膜は平滑。雄性胞子嚢は生卵器の直下または上

方に，あるいはやや上方の部分に 1-5個生じ， 20-22 x 19-22μ。

採集地:三重県津市郊外。 (1230)。日本新産。

この種の生卵器は糸状体細胞にくらべて著しくふくらんでいることや，裂

開部分が最上位であること，および雄性胞子麗が生卵器の上方または下方に連

続して生ずることなどのために，全体として P1.2， f. 7， 8， 10に示したよ

うにすこぶる特異な形をしている。本種と類似するものとしては Oe.obtrun-

catum WITTROCK (in Nova Acta Soc. Sci. Upsa1. III. 9: 41， 1874)，ω. 
ωab四 henseTIFFANY (inBot. Gaz. 83: 203， 1927)， Oe. supremum TIF-

FANY (in Ohio Jour. Sci. 24: 185， 1924)および Oe.praticolum TRANSEAU 

(in Amer. Jour. Bot. 1: 298， 1914)の各種が報告されているが，これらの

うち Oe.obtruncatumとOe.wabashenseは本種よりも生卵器が小さ u、。ま

た Oe.supremumとOe.praticolumは本種よりも生卵器が大きく，かつ

異株雄性胞子性であることによって区別されてU、る。

本種は上記の近似種との関係からみて嬢雄体性に間違いないと考えられる

し，他の報告にもそのように記載されてはu、るが，嬢雄体についてはまだ知ら

れていなし、。今回の材料においても種雄体は確認し得なかった。なお，本種は

糸状体の先端細胞の形質にも特徴がみられ，通常は Pl.2 ， f. 11に示したよう

に尖頭であるが，まれに鈍頭となっていることもある (Pl.2 ， f. 6 )。

50. Oedogoni・umdiversum (HIRN) TIFFANY(P1. 2， f. 12-15) 
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TIFFANY in Ohio Jour. Sci. 34: 324 (1934); PRESCOTT in Algae of 

the Western Great Lakes Ar，四， 169， Pl. 29， f. 9-11 (1951). 

Syr】. Oe. stafJnale TILDEN in Amer. Algae， 122 (1896)， Oe. caPil-

Uforme var. australe f. diversum 印刷 inActa Soc. Sci. Fenn. 27: 110 

(1900) ，。也.cajn"lliforme var. diversurn TIFFM.v in Ohio Jour. Sci. 29: 

75 (1胞の.
雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で，雌株では 34-46x45-

136，u， 雄株では 33-40x 50-120μ。先端細胞は鈍頭または短尖頭，基部細胞は

円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1個で倒卵形ないしはほ卵形， 46-56 

X46-70，u。開口は円孔で上位。卵胞子は卵球形ないしはほ球形，または球形で

43-52 x 40-58，μ。卵胞子膜は平滑でときに肥厚する。造精器は 2-5個で 30-37

x6-11，u。精子は2個で分裂は水平。

採集地:三重県津市郊外。 (7667)。日本新産。

この種は Oe.caTillifonne var. australe WITTROCK (in WITTR. & 
NORDST. Alg. Exs. no. 704， 1886)および前回報告したOe.caJ;l・l1are(L.) 

KUTZING に類似しているが，後の二者とは生卵器や卵胞子の形質が異なって

いる。すなわち ，Oe.ωiTilliformevaf. australeでは生卵器の側壁のふくら

みが本種よりもむしろ顕著で，卵胞子の形質にも変異があるのに対して本種で

はそのような傾向はほとんど認められなu、。また ，Oe. caTillareでは生卵器

の直径が糸状体細胞の直径とほとんど同じ程度であり，卵胞子が球形ないし円

筒状球形あるいは卵形と変わるが，本種では生卵器の直径が明らかに糸状体細

胞の直径よりも大きく，かつ卵胞子が常に球形で円筒状球形をなした卵胞子が

出現することはなu、。この材料は基準種と比較すると，糸状体細胞や生卵器の

直径がやや小さいが， HIRN (1900， 1. c.)の記載した P1.9， f. 54， dに極めて

近いと考えられるものである。

51. Oedo，伊 niumfoveolatum WITTROCK(P1. 3， f. 11-12) 

WITTROCK in Bot. Notiser 1878: 133 (1878); TIFFANY in N. Amer. 

Fl. 11(1): 43， PI. 16， f. 228 (1937). 

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で 14-23x 35-115，仇先端

細胞は短尖頭，基部細胞は円筒形で仮板状の突起をもっ。生卵器は 1-2個で

倒卵形あるいはほぼ楕円形ないし球形， 37-49x38-57μ。関口は円孔で上位。

卵胞子は球形，あるいはほぼ楕円形ないしはほ球形で，生卵器とほぼ同大かま

たはそれより小さく， 33-46 X 34-48Jl。卵胞子膜外層に小さな凹み模様がある。
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造精器は 1-7個， 15-19x 8 -12μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:三重県津市郊外。 α230)。日本新産。

この種は先に山岸(藻類 11:17，P1. 5， f. 1-3，1963)によって報告された

Oe. excavatum JAOと比較すると両者とも雌雄同株であることや，卵胞子膜

に小さな凹み模様があることで類似しており，かつ藻体各部の寸法においても

両者の聞に顕著な差がみられないが，後者では卵胞子膜の外層は透明で平滑で

あり，中層に凹み模様があるのに対して，この種では外層に凹み模様がある点

において明らかに異なっている (P1.3， f. 11)。この材料は基準種に比べると

若干大きいが，雌雄同様で卵胞子膜外層に凹み模様のある種は他にないので，

この種に当てた。

52. Oedl噌りniumlemmermannii TIFFANY (P1. 3， f. 1-6， 13) 
TIFFANY in Ohio Jour. Sci. 34: 324 (1934); GAUTHIER-LIEVRE in 

Nova Hedwigia 7:317， P1. 49， f: 79 d→(1964) . 

Syn. Oe. canヵiacum(HASS.) WITTR. var. m抑制 LEMMERMANNin 

Arch. Hydrobio1. 4: 191 (1909). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で，雌株では16-28x 25-

75p。雄株では 14-23x25-7如。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状

の突起をもっ。生卵器は通常1個でほぼ球形ないしはほ広倒卵形， 30-45(ー50)

x35-59p，。関口は円孔で中上位。卵胞子は球形ないしほぼ広倒卵形で生卵器よ

りも小さいかまたはほぼ同大， 28-43 x 28-43，μ。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-

6仁1]個でしばしば栄養細胞と交互に生じ， 12-15(-18) x 5 -6 (-8)μ。精子は

2個で分裂は水平。

採集地:埼玉県武蔵嵐山。 σ091)。日本新産。

この種はかつて LEMMERMANN (1909， 1. c.) により Oe.cardiacum 

(HASSALL) WITTROCK (in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27: 135， 1870) 

の一変種として報告されたもので ，Oe. cardiacumよりも藻体がかなり小さ

くて生卵器が，やや扇球形をしているとされているが，本種と類似するものと

しては O官.lautumni・arumWITTROCK (in WITTR. & NORDST. AIg. Exs. 

no. 7， 1877)， Oe. glabrum HALLAS (泊Bot.Ti也sk.26: 408， 1905)， 

Oe.初Ij'latumHALLAS (1905， 1.c.)および Oe.cardiacum var. carbonicum 

WITTROCK (in WITTR & NORDST. Alg. Exs. no. 504，1883)の各種が知られ

ている。これらのうち本邦からは Oe.lautumniarum だけが山岸〈秩父科博

報告 10:43，1960)によって報告されているが，本種とは糸状体細胞の直径や
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生卵器と卵胞子についての相対的な形質が異なっている。。惨.glaurumおよ

び Oe.inflatumと本種との形質の差はむしろ明瞭である。すなわち ，Oe.

glabrumでは精子形成期の分裂が垂直であるのに対して，本種では水平で

あり (Pl.3， f. 13)，また Oe.inflatumは雌雄同株で糸状体の先端細胞は尖

頭であるが，本種は雌雄異株で先端細胞は鈍頭となっている (Pl.3， f. 5)。

Oe. cardiacum var. carbonicumは本種よりも生卵器が大きく，糸状体細胞

が長い。

しかしながら，今回筆者らが得た材料では，基準種について卵胞子が生卵

器内にいっぱいにならないと記載されている形質は十分に確認できなかった。

この材料では卵胞子が生卵器とほぼ同大のものが大多数であり，この点からみ

ればこの材料は O也.lautumniarumにちかいとも考えられるが，糸状体細胞

の直径は明らかに前者の方が後者よりも大きく，従って前述のように相対的に

みて今回の材料は後者と異なり，むしろ基準種としての形質には上記の点で欠

けるところはあるが， Oe. lemmermanniiと考えられるものである。なおこ

の種について前記TIFFANY (1937)および GAUTHIER-LIEVRE(1964)をみ

ると，前者と後者とでは掲載図にかなりの相違がみられる。今回の材料をそれ

らと比較してみると糸状体細胞は前者に，生卵器と卵胞子は後者にちかU、。

53.ωd曜ηni1.emmartiniense HIRN (Pl. 2， f. 1-5) 

HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27:134， Pl. 16， f. 92 (1900); 

GAlJTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7:288， Pl. 37， f. 60 (1964). 

Syn. Oe. cr国側mWOLLE in Fresh-W. Alg. U.S. 74 (188η 

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で 33-37x 115-240.uo 先端

細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1個で倒卵

形あるいはほぼ倒卵形にちかい楕円形， (63ー)68-74x96-125.仇開口は円孔で

上位。卵胞子は倒卵形あるいはほぼ楕円形で，側面は生卵器壁に密接し， 66-

72x81-96.u。卵胞子膜は平滑で淡黄褐色を呈し，ときに肥厚する。造精器は 1

ないし・5(旦〉個で生卵器の直下に生じ， 33-35x 5-7μ。精子は2個で分裂は

垂直。

採集地:三重県津市郊外。 σ667)。日本新産。

この種は先に山岸〈藻類 10:2， Pl， 1， f. 1， 1962)によって報告された

Oe. kurzii G. ZELLER と同じく雌雄同株のサヤミドロの中では，かなり大

型のものに属する。本種の生卵器と卵胞子の形質や精子形成期の分裂は Oe.

10昭 um(TRANSEAU) TRANSEAU G偲 TIFFANYin Ohio Jour. Sci. 34:324， 
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1934)に類似しているが，後者は本種より七一属大型で，かつ雌雄異株である

ことにおいてこの種と異なっている。

54. Oedogonium obesum (WITTROCK) HIRN (Pl. 3， f. 18-22) 

HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27 :166， P1. 26， f. 148 (1900) ; 

TIFFANY in N. Amer. F1. 11(1): 53， Pl. 22， f. 351， 352 (1937). 

Syn. Oe. pyrulum var. obesum WITTROCK in Oefv. Sv. Vet-Akad. 

Forh. 33:44， (1876)， 
雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で 12-15x 35-75μ。先端細

胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1{互i個で倒卵

形ないし球形， 40-43 x 38~44p，。関口は裂開で上位。卵胞子は球形で生卵器よ

りも小さく 33-35x 33-35μ。卵胞子膜は平滑で黄褐色を呈し，ときに肥厚す

る。造精器は 1-2(3)個で生卵器のほぼ上方または稀に直下に生じ， 11-14 x 

10-15μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:埼玉県武蔵嵐山。 (1274)。日本新産。

この種は Oe.crispum (HASS.) WITTROCKおよびその変種，品種とし

て報告されているいくつかのものに類似している。しかしながら，それらの

crz'spωn群の中で Oe.crispum var. hawaiense NORDSTEDT (in Minneskrift 

K. Fysiog. Salsk. i Lund. 1878:20， PI. 2， f. 9， 10， 1878)を除き，他はす

べて卵胞子が生卵器内にU、っばU、になるが，本種ではそのようなことがみられ

ないし (Pl.3， f. 19-22)，また var.hawaienseと本種とでは生卵の形質が

若干異なっていて本種の生卵器の方が直径が大きU、。

筆者らが上記の地から採集した材料には成熟期の個体が多数みられたの

で，これらの生卵器の直径を実測して HIRN(1900， 1. c.)の記載している Oe.

obesumおよび var.hazιlaienseの場合と比較，検討してみた。第 1図にその

結果を示す。これによると今回の材料は基準種の形質をはっきり備えているも

のであるが，一方， var. hawaiense と共通するものも決して少なくなv、。従

ってこの両者は同一種の可能性も考えられるが，これについては一層多くの材

料により改めて検討することにしたU、。

55.ωdogonium punctatum WJTTROCK (P1. 3， f. 14-17) 

WITTROCK in Bot. Notiser 1878: 142 (1878); TIFFANY in N. Amer. 

F1. 11(1):44， P1. 17， f. 244， 245 (1937). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形で，雌株では 17-22x42-

128μ。雄株では(13二)15-17 (-20) x42-128，μ。先端細胞は短尖頭または鈍頭，
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基部細胞は円筒形で仮根状の突起を

もっ。生卵器は 1-4個で，しばし

ば糸状体の先端部に生じ，倒卵形

で38-45x 52-65，u。 開口は円孔で上

位。卵胞子は倒卵形または稀にほぼ

球形で生卵器とほぼ同大， 37-43x 

43-55，u。卵胞子膜外層には小さい凹

み模様がある。造精器は 1-5個で

しばしば栄養細胞と交互に生じ，

(13-)15-17x 6-10μ。精子は 2個で

分裂は水平。

採集地:愛知県弥富。 (7640)。

滋賀県彦根市。 (1241)。日本新産。

この種は Oe. scrobiculatum 

WITTROCK(inWITTR.& NORDST. 

Alg. Exs. no. 1018， 1893)に類似し

ているが，後者では常に生卵器支持細胞が明らかなのに対して本種では，その

ような形質は認められない(山岸・斎藤:日大農獣医教養紀要 2:74， Pl. 3， 

f. 29-32， 1966)。また，先に山岸(藻類 10:3，Pl. 2， f. 8-9， 1962)によっ

て報告された Oe.argenteu1n HIRNは本種よりも藻体が大きく，生卵器や卵

第1図埼玉県武蔵嵐山にて採集し
た材料にみられる生卵様の

直径の変異

30 

20 

m宿
敬
) ト・……・11---4

28 30 32 34お 38紛 42CfJ
ト--1 Oe. crispum var. hawaiense 
(NORDSTEDT， 1878); ド~ Oe. 
obesum (HIRN. 1900) 

胞子も本種とちがって広倒卵形ないしほぼ球形である。

Resume 

οedogonium ampZum， Oe. autumnale， ()e. caPilUforme， ()e. comp-

Zetum， Oe. diversum， Oe. foveolaturn，ο'e. Zemmern;annii， ()e. martini-

ense， Oe. obesum and Oe. jうunctatumare newly recorded to Japan from 

the various localities. 

Some diagnoses and notes for the originals， which have been revealed 

in the course of this study， are given as follows: 

46.οedogonium amplum: Terminal ceJl obtuse; basal cell elongate. 

47. Oe. autum加 le: Antheridium 1-2(3). This species is similar to 

οe. crisPum and Oe. rupestre. but is distinguishable from them on the 

basis of the dimension日 ofvegetative cells. 
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49. Oe. completum: Terminal cell sometimes obtuse; basal白 11elon-

gate. The dwarf males of this sp民同 haveb田nyet unknown. 

50. Oe. diversum: Terminal田 11obtuse， or田metimesapiculate; basal 

白 11elongate. This sp民国 issimilar toω. caPillare and Oe. caPillifurme 

var. australe， but is distingushable from them by the shape of ∞，gonium 

and 0佃 .pore.

52. Oe. lemmermannii: Oogonium sometim田 broadlysubobovoid， 30-

45(-50) x 35-59μ; antheridium 1-6(7)， 12-15(-18) x 5-6(-8)μ. This sp配 ies

r蹴 mbl回 Oe.cardiucum var. carbonicum， Oe. glablum， Oe.初βatum

and Oe. lautumniarum. The oogonium of our material is smaller than 

that of Oe. cardiacum var. car釦nicum.The antheridium of Oe. glablum 

divides vertica1Jy， but that of our material d田 shorizontally (Pl. 3， f. 13). 

Our material also differs from Oe. lautumniarum in its relative size of 

oogonium and 0田pore.Oe.仰Iflatumis mon侃 cious，while出isspecies is 

di偲 cious.

53. Oe. martiniense: Terminal cell obtuse; basal ce11 elongate; an-

theridium 1-5(9). This s開ciesin general appearan閃 resemblesOe. longum， 
but the latter is dioecious. 

54. Oe. obesum: Oogonium 1(2); antheridium 1-2(3). This species is 

to be compared with Oe. cristum and its varieti田. In general appearance 

it is near the variety hawaiense of the cristum group， but is usualIy char-

acterized by its slightly larger diameter of the ∞，gonium than that of the 

latter. However， our material has回 meof the appearan白sof var. hawat:-

ense in diameter of the ∞'gonium as shown in Fig. 1 in the text， suggesting 
that there is little differencβbetw田n白esetwo forms. 

55. Oe pu町 tatum: Female vegetative田1117-22 x 42-128μmale 

(13-) 15-17 (-20) x 42-128μantheridium (13-) 15-17 x 6-10μ. This 

S戸当ci白 resemblesOe. scrobiculatum， but the suffultory celI of the former 

is never釦 enlargedas出atof the latter. 
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Pl. 1. 1-5. Oe. amPlum 
6-9. Oe. capilliJonne 
(all figs. ca. X 300) 
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PI. 2. 1-5. Oe. martiniens 

6-11. Oe. comtletu刑

12-15. Oe. divers14m 
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コンブモドキ Akkesiphycuslubricum YAMADA 

and TANAKA 知床半島に産す

黒 木
，三~

刃て 尚*

M. KUROGI: Occurrence of Akkesゆhycuslubricum YAMADA and 

T ANAKA on the coast of Shiretoko Peninsu!a， Hokkaido 

コ ンブモドキは線状披金I"Jr~の禁状の初藻で，短い~と小さい~~*状の附着器

をもっている〈第 1図〉。一見若いコンブに似ているのでこの名がある。

このコ γブモドキは山田幸男先生

と田中剛博士が ，北海道太平洋岸東部

の厚岸から1944年に初めて報告された

ものである。ところがこのコンブモド

キは ， 当教室では毎年 6 月下旬~7 月

上旬に学生実習のために厚岸で海謀の

採集も行なっているが ，毎年みられる

ものではなく ，確かな記録はないが報

告があったあと一，二度しか採集され

ていなU、。 その一つは1951年である。

特別な環境の年にしか発生しないもの

であろうと考えられてきた。また，厚

岸以外の所からは一度も報告されてい

ない珍しい海藻である。そして日本特

産である。

このコ ンブモドキが厚岸で Ifj:びア

イカップと大黒鳥に発生しているのを

今年 (1968)の 6月下旬にみつけた。 第1図 知床iWのコンブモ ドキ

学生の臨海実習の折である。今年は 5月から 6月中旬まで例年に比べて水瓶の

*北海道大学理学部植物学教室

The Bulletin of Japanese Society of Phyco!ogy Vo¥. XVI， No. 3， December 1968 
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知床半島に産す

低い年であったとU、う。採集時の水温は 130C ぐらいであった。 他の海藻にも

昨年 ，一昨年の同時期と呉なった生育を示しているものがあった。

厚岸の実習が終って間もなく 7月9日から16日まで根室海峡とオホーツク

海に面する知床半島の海藻調査に当教室の数人と出かけた。半島の西部のウト

ロと ，東部の南から春刈コタン，知昭，礼文知，ガイ ズ岩 ，サシルイ，ト ッカ

リムイ，モイレウシ~ペキンの鼻，知床llilr ~赤岩等の羅臼地区の潮間帯，1!!i:潮

|詰l帯の調査を行なった。これらの調査地のうち，半島の東側の北部の知床岬~

赤岩とモイレウシ~ペキンの鼻で多数のコンブモドキが石，岩に着生している

のをみつけた。低潮線より少し下の所である。潜水してみたら干潮時の水深で

1.5mぐらいま で生えていた。生産地はアイヌワカメ等の生えている外洋性の

般の近く で，しかも波のあまり強〈当らない所である。側にナガマツモ ，コ ン

ブ，パノくノリ ，カヤモノリ， スガモ等が着生していた。厚岸の生育地と共通し

ている。大きさ ，形は山田 ・LH中(前出〉 によって報告さ れているものと殆ん

ど変りなU、。

2
u
O同

2
u

。-

第 2図 圧を加えて作った踏葉標本(左〉と ，晒布に出来た藻拓(右)

コンブモドキは非常にもろ くていたみやすい。採集時に普通の海藻と一緒

に入れて持ち ~If ると，く ずれて体のt持造をよく調べることが出来なU 、。 山田先

生がこれを初めて発見されたときは一度失敗して後 ，現場でアルコ ーノレに入れ

て持帰り調べたと云われている。今回は採集後すぐ現場で20~30ガのホルマリ

ンで固定するか，ビニーノレ袋に海j}(を満しその中にコソブモドキを入れて宿ま
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170 藻類第16巻第3号昭和43年 12月

で持ち帰り処理した。いずれにしても水に入れてお互の摩擦あるいは他からの

圧が加わらないようにすると良いようである。

このような海藻であるので，脂葉標本を作るのに3通りの方法をとってみ

た。一つは採集直後の生きたコンプモドキをさっと水洗して台紙にのせ晒布を

かぶせて吸湿紙をのせ圧を加えた。 2番目は同様に生きた材料を水流して台紙

にのせそのまま乾燥した。 8番目はホルマリン固定したものを水流して台紙に

のせそのまま乾した。 1番目の方法はコンプモドキが晒に密着してはがしにく

く，またコンプモドキに布目がつく。布には魚拓ならぬ藻拓が出来る〈第2

図)0 2番目の方法はそのときの湿度にもよると思うが，台紙にのせたあと藻

体がふくれてプヨプヨになり，出来上がりは藻体が緑色になりまた織もよる。

3番目の方法は台紙にのせたあとも藻体がプヨプヨになることなく一番良い蹄

葉標本が出来た。なおコンプモドキをホルマリン海水に入れるとはじめ緑色に

なるが，間もなく生体とあまり変りのない黄褐色になる。蹄葉標本にもこの色

が保たれる。

知床半島にコンプモドキが発見されたことによって，時には幻の海藻とい

われたコンプモドキの産地が他にも存在する可能性が出てきた。そしてこれの

生態が精査され，また生活環が明らかにされれば，その分類学的位置も確認さ

れることと思う。

文献

YAMADA Y. & TANAKA T.， 1944: Marine algae in the vicinity of the Akkesi 

Marine Biological Sぬtion.Sci. Pap. Inst. Alg. Res.， Fac. sci・， Hokkaido Imp. Univ.， 

3 (1)， 47-77. 
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コンブの採取用具について

近 江 彦 栄本

H. OHMI: On h∞ks and grapnels u挺rlin harvesting kelp 

コンブの採取用具は産地，コンブの種類および生育の場所などによって，

採取に最も便利なものが用いられている。主なものとしては樟，鈎(カケ鈎，

曳鈎など)，まっか，稔り，かま，なげまっきなどがあり，近年になって先端部

が螺旋状にまがった鉄製のネジリも考案されてコンブやワメカの採取に用いら

れている〈主として青森県東津軽郡沿岸〉。
ひろめかり

先頃たまたま菅江真澄の著作になる「鱒呂綿乃具」の写本を手に入れるこ

とが出来た。この著には覚政元年 (1789)冬11月20日と奥付きがあって， I十

七日，上風というかぜ吹て空の晴たれば此運上屋を出たつ。ここにおましある

観音菩蕗のほとりの草の中に……」という冒頭で始まる紀行文で，、画館近郊の

北海道渡島支庁管内の亀田郡と上磁郡下の漁村の風景描写や漁業者の生活様式

などが細かに述べられ，特にコンブの採取，乾燥，結束についての詳細な観

察が図入りで記述されているので，現在の状態と比べてみて大変に興味が深

い。そのいくつかを紹介すると，第1図 A-Eのとおりである。この著は，は

じめに述べたように，今から 180年ほど前のもので，特に古い文献でもない

が，現在使用されているコンブの採取用具についてはニ，三の新しいものを除

けば，ほとんど異なるところがなU、。由来，漁民は性質が淳朴で旧習を墨守す

る傾向が強いとされているが，コンブの採取用具だけについても， 180年前と

あまり変化がなく発達のあとが見られなU、。

なお，平凡社の世界大百科事典によれば著者，菅江真澄 (1754-1829)は

江戸時代中期の国学者，紀行家で，本名は白井秀雄，三河の豊橋付近の生まれ

で， 28歳の時に家を出て各地を放浪するようになった。著わした紀行文は72種

あまりで，真澄遊覧記とよばれ，自筆のさし絵を加え，地方民の風俗や生活感

情を精細に観察しているので，貴重な民俗資料とされてU、る。ここに紹介した

「稗呂綿乃具」もこの遊覧記の一部をなすものである。

事北海道大学水産学部

The Bul1etin of ]apanll!抱 S∞ietyof Phy，∞logy Vol. XVI， No. 3， Deam出r1968 
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第 1 図 A-E: 寛政元年当時の各種のコ γプの採取用具(菅江原図から複写x~)
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学 会 録 事 175 

学会録事

会員移動

(昭和43年8月21日から11月30日まで〕

新入会c7名〉

住所変更

寄贈文献

(昭和43年8月21日-43年11月6日〕

ACTA BIOLOGICA VENEZELICA. Vol. 5. Art. 12-17. 1967 
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， Vol. 6， Art. 1， 1968 

50TAHl14ECKI11ii AYPHA刀. Tom 53， No. 7-8， 1966 

日本菌学会会報， Vol. 9， No. 1， 1968 

横浜市立大学紀要， Series C-55， No. 175， 1968 

， Series C-55， No. 176， 1968 

， Series C-58， No. 180， 1968 

評議員会記事

総会提出議題審議のため，昭和43年11月1日正午から 1時間，熊本大学理学部3階I

教室で開催された。

出席者評議員:新崎盛敏，千原光雄，藤山虎也，広瀬弘幸，黒木宗尚，猪野俊平，

右田清治，中村義輝，中沢信午

会長:時田師 幹事:正置富太郎，綴烈，山岸高旺

欠席評議員 瀬木紀男，田中剛，坪 由宏の各氏は出席評議員または会長に委任む

次の事項について協議承認された。

1. 昭和42年度庶務・会計報告

2. 昭和43年度庶務・会計中間報告

3. 昭和43年度予算案

4. 会費値上案

5. 第7回国際海藻研究集会日本開催についての件

第16回総会記事

本会第16回総会は，昭和43年11月1日午後6時より 7時30分まで，熊本市内電通会館

1階ホールで開催された。会は簸幹事の開会の辞に始まって，時国会長の挨拶があり，次

の順序で議事が進められた。

1.議長選出:岡田喜一氏が選出された。

II.報告事項:

1. 庶務報告:昭和42年度庶務報告及び同43年度中間報告が正置幹事よりなされ承認

された。

2. 会計報告:昭和42年度決算報告が正直幹事よりなされ承認された。

ill.協議決定事項:

1. 昭和43年度予算案が同年度中間報告と共に正置幹事より説明され原案通り，次表

のように決定した。
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学会録事

収 入 の 部 支 出 の

円

会 費 190，000 印刷費(第16巻1-3号〉

42年度からの繰越金 88，251 F (会員名簿)

バ':1グ売上代金 発送費

(42年度売上実績〉 150，000 通信費

雑収入 10，000 消耗品費

幹事手当

予 備 費

言十 438，251 計

2. 会則の一部改正について

イ.現行第4条および第9条を次のとおり改正することに決定b

第4条本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。

第9条本会には次の役員を置く。

会長1名。幹事若干名。評議員若干名。

177 

部

円

300，0ω 

25，∞o 
却，∞o
35，000 
5，000 

27，000 

26，251 

必8，251

役員の任期は2カ年とし，重任することが出来る。但し，金基と評議員は引続

き3期選出されることは出来ない。(下線の部分を付加以下条文は前と同じ)。

ロ.現行の付則第6条を次のとおりにすることに決定。

第6条本会則は昭和43年11月1日より施行する。

3. 投稿規定の一部改正について

イ.現行(1)を次のとおり改正することに決定〈下線の部分を付加)。

1. 藻類に関する小論文，綜説，論文抄録，雑録等(和女とする。但し，外国会

員はこの限りではない)。

4. 会費値上げについて

昭和斜年度より会費を年800円とすることに決定。

5. 第7回国際海藻研究集会日本開催について

この件については，かねて土屋靖彦氏からも会長宛協力方の依頼があったが，今

回西沢一俊氏から詳しく説明が行なわれ了承された。

懇親会

総会に引続いて 7時半から，簸幹事の司会で懇親会が関かれた。韓習から出席された

釜山水産大学義悌源教授と麗水水産専門学校高楠表教授が時国会長より紹介され，一同ピ

ールで乾杯の後，会食に移った。千原光雄氏からカラースライドによる南太平洋の島々で

の採集旅行の話があり 9時まで南国熊本の秋の夜を楽しんだ。本会開催のために多大の御

尽力を賜った宇土高校森適保氏，長崎大学右田清治氏，鹿児島大学田中剛氏，熊本県ノリ

研究所太田扶桑男氏をはじめ，熊本大学生物学教室の方々に，また多額の寄付を賜った地
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178 藻類第16巻第3号昭:和43年 12月

元ノり関係の会社，団体に対し厚〈御礼を申し上げます。

出席者 (54名.ABCJI関〉

秋山優，新崎盛敏，榎本幸人，藤山虎也，古谷庫造，原厚，平野実，平後信夫，

広瀬弘幸，堀輝三，堀淵昌子，今姻宏三，猪野俊平，入来義彦，岩本康三，加藤英男

唐沢栄，香村真徳，羨悌源，木村憲司，黒木宗尚，高橋表，丸山:Jl;.正置富太郎

三浦昭雄，右田清治，森岡 操，森 通保，中沢信午，中村佐兵衛，中村義輝，

西沢→俊，野田光蔵，岡田喜一，岡崎恵視，大野正夫，大房剛，大森長朗，小河久郎

沢田武男，鷲藤英三，瀬戸良三，東田修，津村孝平，千原光雄，鄭滞，時国師，

植田和l喜造，山岸高庇，鍛烈，吉田忠生，吉崎誠，渡辺篤，造力武彦

本会名誉会員石川光春氏は去る昭和43年

11月21日病気のため逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文，綜説，論文抄録，雑録等〈和文とする。但し外国会員は

この限りではない)。

2. 原稿掲載の取捨，掲載のl順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその50部分

の費用は学会で負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は向上6枚位迄を

限度とし図版等のスベースは此の内に含まれる。

尚小論文，綜説に限り，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けること，欧文

は成るべく.?Jf..独語を用いること。

5. 原稿は平仮名混り ，検者としなるべく 400字詰原稿用紙を用いること。

尚学会に関する通信は，函館市北大水産学部植物学教室内本会庶務，会計叉は編集

幹事宛とし幹事の個人名は一切使用せぬよう特に注意のこと。

昭和 43年度役員

会 長 時 国 告.~

編集幹 事 近江彦栄

F 3騒 ~“E 、

F 山岸高庇

会計幹事 iE~富太郎

庶務幹 事 斎 藤 誠

幹 事山本弘敏
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